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公
益
社
団
法
人
日
本
演
劇
興
行
協
会
の
理
事
会

を
、
二
〇
一
九
年
六
月
七
日（
金
）午
後
二
時
か

ら
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
し
た
。

理
事
会
議
題

第
一
号
議
案　

二
〇
一
八
年
度
事
業
報
告
書
承
認
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

二
〇
一
八
年
度
決
算
承
認
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

二
〇
一
九
年
度
定
時
社
員
総
会
招
集
に
つ
い
て

各
号
議
案
は
全
員
異
議
な
く
承
認
可
決
し
た
。

二
〇
一
九
年
六
月
七
日
、
代
表
理
事 

大
谷
信
義 
が

社
員
全
員
に
対
し
て
定
時
社
員
総
会
の
目
的
で
あ

る
事
項
に
つ
い
て
提
案
書
を
発
し
た
。
当
該
提
案

に
つ
き
、
二
〇
一
九
年
六
月
二
十
二
日
ま
で
に
社

員
の
全
員
か
ら
書
面
に
よ
り
同
意
の
意
思
表
示
を

得
て
、
定
時
社
員
総
会
の
決
議
の
省
略
を
行
っ
た

の
で
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
五
十
八
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
当
該

提
案
を
可
決
す
る
旨
の
定
時
社
員
総
会
の
決
議
が

あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。

定
時
社
員
総
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
事
項
の

内
容

第
一
号
議
案　

二
〇
一
八
年
度
事
業
報
告
書
承
認
の
件

第
二
号
議
案　

二
〇
一
八
年
度
決
算
承
認
の
件

二
〇
一
九
年
二
月
二
十
六
日（
火
）午
後
二
時
か
ら
、
東
京
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
に
理
事
、
監
事
、
委
員
出
席
の
も
と
、
大
谷
会
長

か
ら
各
表
彰
者
に
助
成
金
と
賞
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

（
受
賞
者
と
授
賞
理
由
）

①
田
口
　
豪
孝
　
殿

　

一
九
六
五
年
に
東
宝
演
劇
部
に
入
社
さ
れ
、
以
来
半
世
紀

以
上
に
亘
り
、
舞
台
製
作
の
現
場
を
率
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
キ
ャ
リ
ア
は
日
本
劇
場
の
現
場
ス
タ
ッ
フ
か
ら
始
ま
り

「
日
劇
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
カ
ー
ニ
バ
ル
」等
の
一
大
ブ
ー
ム
を
支

え
、
そ
の
後
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
帝
国
劇
場
、
東
京

宝
塚
劇
場
、
芸
術
座
の
三
座
を
中
心
に
八
千
草
薫
、
浜
木
綿
子
、

浅
丘
ル
リ
子
ら
を
起
用
し
女
流
芝
居
の
黄
金
期
の
確
立
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
九
八
七
年
日
本
演
劇
界
の
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
と
な
っ

た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」日
本
初
演
の
開
幕
を
担

い
、
ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
帝
劇
公
演「
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
シ
ョ
ッ
ク
」

の
製
作
は
、
全
く
新
し
い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
道
を
切
り

拓
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
長
年
の
功
績
を
讃
え
、
今
後
一
層
の
活
躍
を
願

っ
て
推
薦
す
る
も
の
で
す
。

②
笠
谷
マ
リ
子
　
殿

　

昭
和
五
十
一
年
の
松
竹
衣
裳
株
式
会
社
入
社
以
来
、
関
西
を

中
心
に
現
代
劇
か
ら
時
代
劇
ま
で
の
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
商
業

演
劇
公
演
に
従
事
さ
れ
、
そ
の
舞
台
成
果
の
向
上
に
寄
与
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

松
竹
新
喜
劇
公
演
で
の
故
藤
山
寛
美
の
担
当
を
始
め
と
し
、

衣
裳
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
衣
裳
プ
ラ
ン
の
構
築
も
行

い
、
出
演
者
、
演
出
家
か
ら
の
信
頼
を
得
て
、
舞
台
芸
術
を
支

公
益
社
団
法
人 

日
本
演
劇
興
行
協
会
　
二
〇
一
八
年
度
　
定
時
総
会
・
理
事
会
開
催

第
三
号
議
案　

�

議
事
録
署
名
人
選
任
の
件　

代
表
理
事�

大
谷

信
義
氏�

及
び�

理
事�

安
孫
子
正
氏
を
議
事
録
署

名
人
と
す
る
件

　

二
〇
一
九
年
六
月
七
日
、
代
表
理
事�

大
谷
信
義�

が
社
員
全

員
に
対
し
て
上
記
定
時
社
員
総
会
の
目
的
で
あ
る
上
記
事
項
に

つ
い
て
提
案
書
を
発
し
、
当
該
提
案
に
つ
き
、
二
〇
一
九
年
六

月
二
十
二
日
ま
で
に
社
員
の
全
員
か
ら
書
面
に
よ
り
同
意
の
意

思
表
示
を
得
た
の
で
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に

関
す
る
法
律
第
五
十
八
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
当
該
提
案
を
可

決
す
る
旨
の
社
員
総
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。

【
二
〇
一
八
年
度
事
業
報
告
】

　

二
〇
一
八
年
度
は
定
款
四
条
に
定
め
ら
れ
た
事
業
を
下
記
の

通
り
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
協
会
が
実
施
し
て
い
る
助
成
事
業（
演
劇
関
係
者
へ
の
助

成
金
交
付
、
海
外
研
修
者
に
対
す
る
助
成
、
脚
本
家
養
成
に
対

す
る
助
成
）、
普
及
事
業（
半
額
観
劇
会
、
学
生
対
象
の
演
劇
教

室
）及
び
調
査
事
業
等
の
公
益
事
業
活
動
は
充
実
し
、
演
劇
の

振
興
と
普
及
を
図
る
と
い
う
事
業
目
的
は
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

Ⅰ
．
助
成
事
業

（
１
）演
劇
関
係
者
へ
の
助
成
金
交
付

演
劇
興
行
お
よ
び
演
劇
製
作
に
寄
与
し
た
団
体
ま
た
は
個
人
の

功
績
を
た
た
え
、
表
彰
す
る
助
成
金
交
付
は
、
内
外
の
推
薦

を
受
け
、
常
務
理
事
に
お
け
る
審
議
の
結
果
、
本
年
度
は
下

記
の
三
氏
お
よ
び
一
団
体
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は
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え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
近
年
は
幅
広
い
知
識
、
技
術
を
後
進
へ

引
き
継
ぐ
べ
く
、
指
導
、
育
成
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

長
き
に
わ
た
る
そ
の
功
績
を
高
く
評
価
し
、
今
後
よ
り
一
層

の
活
躍
を
願
っ
て
推
薦
す
る
も
の
で
す
。

③
荻
野
　
清
子
　
殿

　

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
を
卒
業
後
、
数
多
く
の
映
像
や
舞

台
音
楽
の
世
界
に
携
わ
っ
て　

こ
ら
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
七
年
、

パ
ル
コ
劇
場
公
演「
コ
ン
フ
ィ
ダ
ン
ト
・
絆
」、
シ
ア
タ
ー
ク
リ

エ
公
演「
恐
れ
を
知
ら
ぬ
川
上
音
二
郎
一
座
」の
舞
台
で
大
き
な

飛
躍
を
遂
げ
、
そ
の
後
も
シ
ア
タ
ー
ク
リ
エ
公
演「
ラ
イ
ム
ラ

イ
ト
」や
シ
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
公
演「
日
本
の
歴
史
」な
ど
、
活
躍

は
留
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
曲
の
創
作
の
ほ
か
、
演
奏
者
と
し
て
も
、
そ

の
時
々
の
俳
優
の
芝
居
の
呼
吸
を
汲
み
取
り
、
巧
み
な
演
奏
を

行
う
あ
な
た
の
才
能
は
作
品
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、
演

出
家
や
俳
優
陣
か
ら
大
き
な
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。
映
像
に
お

い
て
も
、
映
画
・
テ
レ
ビ
へ
の
楽
曲
提
供
な
ど
、
そ
の
多
彩
な

活
躍
は
、
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
優
秀
音
楽
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
功
績
を
讃
え
、
今
後
一
層
の
活
躍
を
願
っ
て
推
薦

す
る
も
の
で
す
。

④
株
式
会
社
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
　
殿

　

舞
台
の
進
行
に
合
わ
せ
た
音
声
解
説
放
送
を
開
発
し
、
朝
日

解
説
事
業
株
式
会
社
と
し
て
の
昭
和
五
十
一
年
の
設
立
以
来
、

そ
の
普
及
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
範
囲
は
歌
舞
伎
か

ら
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
オ
ペ
ラ
に
亘
り
、
さ
ら
に
近
年
で
は
字

幕
に
よ
る
解
説
も
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
よ
り
広
範
な
サ
ー
ビ
ス

の
拡
大
に
努
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
舞
台
芸
術
鑑
賞
を
身
近
な

も
の
と
し
、
そ
の
顧
客
の
拡
大
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
て
こ
ら

れ
た
事
は
高
く
評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

長
き
に
わ
た
る
そ
の
功
績
を
高
く
評
価
し
、
今
後
よ
り
一
層

の
活
躍
を
願
っ
て
推
薦
す
る
も
の
で
す
。

（
２
）海
外
研
修
へ
の
助
成

　

本
年
度
の
海
外
研
修
は
、
内
外
よ
り
研
修
志
望
者
を
募
り
、

従
来
通
り
各
自
が
日
程
・
行
動
を
自
由
に
設
定
し
、
滞
在
中
は

各
自
が
責
任
行
動
す
る
方
法
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
協
会
は

往
復
の
航
空
運
賃
、
宿
泊
費
、
観
劇
チ
ケ
ッ
ト
代
金（
上
限
一

名
十
万
円
）を
助
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
計
十
四
名
が
参
加
し
、
八
名
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

四
名
が
ロ
ン
ド
ン
、
二
名
が
ロ
ン
ド
ン
お
よ
び
パ
リ
に
お
い
て

研
修
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
で
二
十
八
回
目
と
な
り
、
研
修

参
加
者
の
延
べ
人
数
は
五
四
〇
名
と
な
り
ま
し
た
。

（
３
）新
人
脚
本
家
養
成
の
た
め
の
助
成

　

今
年
度
も
引
き
続
き「
脚
本
家
養
成
講
座
」を
開
講
し
、「
初
級

コ
ー
ス
」六
名
、「
中
級
コ
ー
ス
」十
名
、「
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
」八

名
の
計
二
十
四
名
が
受
講
い
た
し
ま
し
た
。

　

通
常
の
講
義
以
外
に
、
外
部
よ
り
講
師
を
招
い
て
特
別
講
義

を
一
回
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

演
劇
の
基
盤
を
広
げ
る
た
め
に
は
優
秀
な
脚
本
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
演
劇
の
脚
本
は
一
朝
一
夕
に
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

長
期
的
な
養
成
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
継
続
し
て
講
座
を
維
持

し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ
．
普
及
事
業

（
１
）半
額
観
劇
会

　

東
京
都
、
公
益
財
団
法
人�
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
、
公
益

財
団
法
人�

都
民
劇
場
、
大
阪
府
、
独
立
行
政
法
人�

日
本
芸
術

文
化
振
興
会
、
公
益
財
団
法
人�

名
古
屋
市
文
化
振
興
事
業
団

　
　

と
本
協
会
と
で
共
催
し
て
い
る
半
額
観
劇
会
は
、
低
価
格

で
質
の
高
い
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
す
る
事
業
と

し
て
、
都
民
、
府
民
、
市
民
か
ら
幅
広
く
支
持
さ
れ
、
演
劇
人

口
の
裾
野
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
加
盟
十
劇
場
の
協
力
を
得
て
、
東
京
地
区
四
回
、

大
阪
地
区
六
回
、
名
古
屋
地
区
二
回
、
福
岡
地
区
八
回
の
合
計

二
十
回
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
二
〇
一
八
年
四
月
、
東
京
都
、
公
益
財
団
法
人
東
京

都
歴
史
文
化
財
団
、
公
益
財
団
法
人
都
民
劇
場
、
大
阪
府
、
独

立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、
公
益
財
団
法
人
名
古
屋

市
文
化
振
興
事
業
団
と
本
協
会
と
は
、
普
及
事
業
に
関
わ
る
協

定
書
に
調
印
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
独
立
行
政
法
人
日
本
芸

術
文
化
振
興
会
、
公
益
財
団
法
人
名
古
屋
市
文
化
振
興
事
業
団

と
本
協
会
と
は
、
普
及
事
業
に
関
わ
る
取
り
扱
い
手
数
料
に
つ

い
て
覚
書
に
調
印
い
た
し
ま
し
た
。

（
２
）学
生
対
象
の
演
劇
教
室

　

加
盟
劇
場
の
観
劇
と
組
合
せ
、
学
生
を
対
象
と
し
た
演
劇
教

室
を
開
催
し
、
若
年
層
へ
演
劇
の
普
及
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
学
生
の
た
め
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
教
室
」を
、
二
〇
一
八
年
七

月
に
博
多
座（
参
加
者
一
三
〇
名
）に
て
行
い
ま
し
た
。

　
「
学
生
の
た
め
の
歌
舞
伎
教
室
」を
、
二
〇
一
九
年
三
月
に
博

多
座（
参
加
者
一
〇
〇
名
）に
て
行
い
ま
し
た
。

Ⅲ
．
会
報
の
発
行

　

協
会
の
事
業
及
び
情
報
の
周
知
を
図
る
た
め
、
会
報
五
四
号
、

五
五
号
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。
会
報
は
会
員
、
賛
助
会
員
、

所
轄
官
庁
、
関
係
団
体
、
演
劇
評
論
家
、
演
劇
記
者
、
業
界
紙
、

舞
台
関
係
者
等
々
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

Ⅳ
．
調
査
事
業

　

ロ
ン
ド
ン
劇
場
協
会
が
作
成
し
た
加
盟
五
十
三
劇
場
で
実
施

さ
れ
た
一
年
を
通
じ
た
ボ
ッ
ク
ス　

オ
フ
ィ
ス
デ
ー
タ
の
調
査

結
果
と
ロ
ン
ド
ン
劇
場
協
会
提
携
会
員
の
十
七
の
準
会
員
劇
場

の
主
要
事
項
を
内
容
と
し
て
い
る「Box�O

ffi
ce�D
ata�Report�

2016

」を
入
手
し
、
演
劇
関
係
者
の
参
考
資
料
と
し
て
翻
訳
、

編
集
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、ぴ
あ
株
式
会
社
が
事
業
委
託
を
受
け
て
作
成
す
る「
ラ

イ
ブ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
市
場
調
査
報
告
書
」の
調
査
・
編
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集
に
協
力
し
ま
し
た
。
そ
の
報
告
書
を
入
手
し
、
加
盟
劇
場
と

情
報
を
共
有
い
た
し
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
．�

一
般
社
団
法
人�

日
本
音
楽
著
作
権
協
会（JASRAC

）と
の

音
楽
著
作
権
料
に
関
す
る
交
渉
を
継
続
し
て
行
う
。

２
．
委
員
の
異
動

　
　

�

二
〇
一
九
年
二
月　

歌
舞
伎
座
支
配
人
・
橋
本
芳
孝
氏
就

任
、
吉
浦
高
志
氏
退
任
。

　
　

�

新
橋
演
舞
場
支
配
人
・
真
藤
美
一
氏
就
任
、千
田
学
氏
退
任
。

　
　

大
阪
松
竹
座
支
配
人
・
千
田
学
氏
就
任
、市
村
昌
也
氏
退
任
。

３
．
委
員
会
の
開
催

　
　

�

協
会
加
盟
劇
場
の
支
配
人
を
委
員
と
す
る
委
員
会
は
、
協

会
の
事
業
活
動
方
針
を
審
議
す
る
た
め
に
、
二
〇
一
八
年

度
は
六
月
、
九
月
、
十
一
月
、
二
月
の
四
回
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

【
二
〇
一
九
年
度
事
業
計
画
】

　

演
劇
の
普
及
と
演
劇
に
関
す
る
助
成
に
よ
っ
て
、
文
化
の
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
す
る
本
協
会
の
助
成

事
業（
演
劇
関
係
者
へ
の
助
成
金
交
付
、
海
外
研
修
、
脚
本
家

育
成
へ
の
助
成
）、
普
及
事
業（
半
額
観
劇
会
、
演
劇
に
関
す
る

講
座
開
催
）、
調
査
事
業
等
、
公
益
諸
事
業
は
順
調
に
推
移
し
、

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

本
年
は
こ
れ
ら
の
諸
事
業
を
遂
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
更
な

る
公
益
事
業
の
充
実
を
図
る
。

Ⅰ
．
助
成
事
業

１
．
演
劇
関
係
者
へ
の
助
成
金
交
付

　

演
劇
制
作
・
興
行
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
た
団

体
ま
た
は
個
人
に
交
付
す
る
も
の
で
、
内
外
か
ら
の
推
薦
を
募

り
、
こ
れ
を
委
員
会
及
び
理
事
会
の
審
議
を
得
て
決
定
す
る
。

（
助
成
金
は
一
件
五
〇
万
円
）

２
．
海
外
研
修
へ
の
助
成

　

一
九
八
九
年
に
発
足
し
た
海
外
研
修
は
、
研
修
者
が
欧
米
の

演
劇
と
文
化
に
直
接
肌
に
触
れ
る
こ
と
で
大
き
な
実
績
と
な
る
。

海
外
演
劇
、
特
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
は
盛
況
で
あ
り
、
本
場

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
の
舞
台
を
研
究
し
た
い
と
い
う

要
望
は
強
く
、
こ
れ
ま
で
の
延
べ
参
加
人
員
は
五
二
六
名
に
達

し
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
度
も
例
年
通
り
、
演
劇
業
界
に
携
わ

り
新
し
い
分
野
に
取
り
組
む
意
欲
を
持
つ
人
た
ち
に
、
海
外
文

化
、
演
劇
を
勉
強
す
る
機
会
を
提
供
す
る
事
業
と
し
て
、
内
外

か
ら
申
請
を
募
り
実
施
す
る
。
本
年
度
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
、
ロ
ン
ド
ン
・
ウ
エ
ス
ト
エ
ン
ド
等
の
劇
場
視

察
を
行
う
。

（
研
修
費
は
一
人
二
十
五
万
円
及
び
研
修
先
で
の
観
劇
代
金（
上

限
十
万
円
））

３
．
脚
本
家
育
成
へ
の
助
成

　
　
（
脚
本
募
集
及
び
脚
本
家
養
成
講
座
）

　

演
劇
の
基
盤
を
広
げ
る
た
め
に
は
優
秀
な
脚
本
が
求
め
ら
れ

る
。
演
劇
の
脚
本
は
一
朝
一
夕
に
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

長
期
的
な
養
成
が
必
要
で
あ
る
。

　

二
〇
一
八
年
度
後
半
よ
り
告
知
を
開
始
し
た
当
協
会
主

催「
第
八
回
脚
本
募
集
」事
業
に
お
い
て
、
二
〇
一
九
年
度
、

二
〇
二
〇
年
度
に
か
け
て
作
品
募
集
・
審
査
を
行
い
、
受
賞
作

を
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、二
〇
一
三
年
度
よ
り「
初
級
コ
ー
ス
」「
中
級
コ
ー
ス
」「
マ

ス
タ
ー
コ
ー
ス
」の
三
コ
ー
ス
と
し
た「
脚
本
家
養
成
講
座
」を

引
き
続
き
開
催
す
る
。
演
劇
に
親
し
ん
で
、
戯
曲
の
創
作
を
学

ん
で
も
ら
う
。
ま
た
、
本
年
度
も
各
分
野
の
ゲ
ス
ト
講
師
を
招

き
、
講
座
の
充
実
を
図
る
。

Ⅱ
．
普
及
事
業

　

東
京
都
、
公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
、
公
益
財

団
法
人
都
民
劇
場
、
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
・

国
立
文
楽
劇
場
、
大
阪
府
、
公
益
財
団
法
人
名
古
屋
市
文
化
振

興
事
業
団
と
本
協
会
と
が
共
催
し
て
い
る
半
額
観
劇
会
は
、
低

廉
な
価
格
で
質
の
高
い
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
す

る
事
業
と
し
て
、
都
民
、
府
民
、
市
民
か
ら
幅
広
く
支
持
さ
れ
、

演
劇
人
口
の
裾
野
を
広
げ
て
い
る
。

　

二
〇
一
九
年
度
は
加
盟
十
一
劇
場
の
協
力
を
得
て
、
東
京
地

区
四
回
、
大
阪
地
区
六
回
、
名
古
屋
地
区
三
回
、
九
州
地
区
七

回
、
計
二
十
回
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
加
盟
劇
場
を
利
用
し
た
演
劇
教
室
を
実
施
し
、
若
年

層
を
中
心
に
演
劇
人
口
の
拡
大
に
努
め
る
。

Ⅲ
．
会
報
の
発
行

　

協
会
の
事
業
及
び
情
報
の
周
知
を
図
る
た
め
に
会
報
を
年
二

回（
七
月
・
十
二
月
）発
行
し
、
会
員
、
賛
助
会
員
、
所
轄
官
庁
、

関
係
団
体
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
に
配
布
す
る
。

Ⅳ
．
調
査
事
業

　

わ
が
国
の
演
劇
関
係
の
参
考
資
料
と
し
て
、
海
外
の
演
劇
興

行
の
実
情
を
調
査
、
研
究
し
報
告
書
を
作
成
す
る
。

　

ぴ
あ
株
式
会
社
が
経
済
産
業
省
及
び
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

協
会
よ
り
事
業
委
託
を
受
け
て
制
作
す
る「
ラ
イ
ブ
・
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
市
場
調
査
報
告
書
」を
入
手
し
、
加
盟
劇
場
と

情
報
を
共
有
す
る
。
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二
〇
一
八
年
度
　
助
成
金
受
賞
者

日
本
演
劇
興
行
協
会
　
二
〇
一
八
年
度
助
成
金
交
付
者
　
受
賞
の
こ
と
ば

笠
谷
　
マ
リ
子

　

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
一
年
松
竹
衣
裳
に
入
社
以
来
、
関
西
を
中
心
に
商
業
演
劇
に
携
わ

っ
て
来
ま
し
た
。
当
時
は
松
竹
新
喜
劇
三
六
〇
〇
秒
の
テ
レ
ビ
が
毎
週
土
曜
日

に
放
映
、
公
演
中
に
演
目
の
差
し
替
え
が
あ
り
、
差
し
替
え
狂
言
の
衣
裳
準
備

に
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
ま
し
た
。
松
竹
新
喜
劇
の
場
合
、
演
目
は
、
昼
三
本
、

夜
三
本
、
昼
夜
二
回
公
演
興
業
制
で
計
六
本
。
う
ち
三
本
は
新
作
、
初
め
て
舞

台
に
か
け
る
演
目
で
す
。
稽
古
時
間
は
、
た
っ
た
二
日
で
、
新
喜
劇
の
一
ヶ
月

公
演
は
二
十
八
日
制
が
主
な
シ
ス
テ
ム
で
、
前
日
の
芝
居
を
打
ち
上
げ
て
次
の

初
日
ま
で
の
間
は
二
日
間
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昭
和
六
十
三
年
、
昼
の
現
代
劇
十
五
本
、
夜
の
時
代
劇
か
ら
十
五
本
の
計

三
十
本
の
演
じ
も
の
か
ら
お
客
様
に
選
ん
で
も
ら
う「
リ
ク
エ
ス
ト
」狂
言
に
挑

む
大
阪
中
座
の
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
衣
裳
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
初
め
て

大
変
な
経
験
で
し
た
。

　

毎
月
連
続
で
の
公
演
で
幕
を
開
け
て
い
く
新
喜
劇
で
す
が
、
お
客
様
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
精
神
に
は
毎
回
頭
が
下
が
り
ま
す
。
い
つ
も
何
か
を
考
え
な
が
ら

の
公
演
で
し
た
。
藤
山
寛
美
先
生
に
は
数
知
れ
な
い
経
験
を
積
ま
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
藤
山
直
美
さ
ん
に
約
二
十
数
年
衣
裳
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

勤
め
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
、
石
川
さ
ゆ
り
さ
ん
、
中
村
美
律
子
さ
ん
の
衣
裳

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
勤
め
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
若
い
人
達
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
き
、
今
ま
で
の
試
行
錯
誤
の
日
々

に
報
わ
れ
た
気
持
ち
が
し
ま
す
。
こ
の
度
ご
選
考
頂
き
ま
し
て
、
感
無
量
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

田
口
　
豪
孝

　

こ
の
度
は
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
変
光
栄
で

あ
り
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

思
い
返
せ
ば
、
日
劇（
有
楽
町
に
あ
っ
た
劇
場
）で
働
き
始
め
て
、
五
十
四
年

が
経
ち
ま
し
た
。
当
時
の
劇
場
で
働
く
と
い
う
事
は
過
酷
な
労
働
で
、
環
境
は

そ
れ
は
酷
い
も
の
で
し
た
。
で
す
が
、
仕
事
が
好
き
で
あ
る
こ
と
が
、
私
に
は

救
い
で
あ
り
ま
し
た
。
寝
る
時
間
も
惜
し
み
、
仕
事
を
覚
え
る
の
に
熱
中
し
た

頃
を
昨
日
の
よ
う
に
思
え
て
い
ま
す
。
早
く
プ
ロ
に
な
り
、
プ
ロ
と
し
て
の
仕

事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
な
さ
い
と
教
え
ら
れ
た
の
も
、
日
劇
に
勤
め
て
い
る

頃
で
し
た
。
私
は
幸
運
に
も
人
と
の
出
会
い
や
、
め
ぐ
り
合
わ
せ
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
六
十
年
代
の
音
楽
隆
盛
期
に
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
り
、
有
名
な
人

気
女
優
と
共
に
芝
居
作
り
が
出
来
た
の
は
大
勢
の
ス
タ
ッ
フ
、
キ
ャ
ス
ト
と
の

出
会
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
大
き
な
め

ぐ
り
合
わ
せ
で
出
会
え
た
の
が
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』で
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
で
初
演
を
観
て
来
て
、
す
ぐ
準
備
に
入
っ
た
の
を
よ
く
憶
え
て
い
ま

す
。
全
員
オ
ー
デ
シ
ョ
ン
に
よ
る
出
演
者
選
び
。
装
置
、
照
明
、
音
響
の
海
外

か
ら
の
技
術
革
新
。
ダ
ブ
ル
、
ト
リ
プ
ル
キ
ャ
ス
ト
方
法
を
取
り
入
れ
た
の
も
、

こ
の
公
演
か
ら
で
し
た
。
こ
の『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』の
初
体
験
が
多
く
の
演
劇

公
演
に
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
半
世
紀
余
り
の
仕
事
の

中
で
、
最
も
衝
撃
的
な
出
会
い
と
め
ぐ
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
の
は
、
ジ
ャ
ニ
ー

喜
多
川
さ
ん
と
の
ご
縁
で
し
た
。
長
年
の
お
付
き
合
い
の
仕
事
の
中
で
、
帝
劇

で『
S
H
O
C
K
』公
演
が
実
現
出
来
た
こ
と
は
私
の
望
外
な
喜
び
で
あ
り
、
誇

り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
出
会
い
が
あ
っ
た
全
て
の
人
々
に
感
謝
し
、
ご

支
援
く
だ
さ
っ
た
、
ま
た
今
回
ご
選
考
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
お
礼
を
申
し
あ

げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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こ
の
度
は　

名
誉
あ
る
助
成
金
表
彰
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
弊
社
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
社
は
、
今
年
で
創
業
四
十
四
年
目
と
な
り
ま

し
た
。
お
か
げ
様
を
も
ち
ま
し
て
、
今
で
は
歌
舞
伎
に
お
い
て
、
イ
ヤ
ホ
ン
ガ

イ
ド
は
お
客
様
か
ら
も
信
頼
を
得
、
観
劇
の
お
供
と
し
て
長
く
ご
愛
顧
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
長
い
間
に
渡
り
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
も
、「
目

の
前
の
舞
台
が
主
役
」こ
れ
に
徹
し
て
、
舞
台
の
躍
動
や
感
動
を
、
お
客
様
に

自
ら
気
付
い
て
頂
く
為
の
、
黒
子
的
な
解
説
。
こ
れ
を
命
題
に
、
解
説
内
容
を

社
員
と
解
説
者
共
々
が
日
々
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
か
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
で
は
歌
舞
伎
の
み
な
ら
ず
、
伝
統
芸
能
全
般
、
ま
た
新
作
歌
舞
伎
や
一
般
舞

台
公
演
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
オ
ペ
ラ
な
ど
に
も
弊
社
の
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ

て
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
五
十
年
の
創
業
時
、
一
回
の
公
演
で
借

り
た
方
が
た
っ
た
の
七
名
か
ら
始
ま
っ
た
弊
社
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
で
す
が
、
半

世
紀
近
い
間
こ
う
や
っ
て
つ
つ
が
な
く
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
も
、
母

国
の
演
劇
に
母
国
語
で
解
説
を
す
る
と
い
う
、
現
在
で
も
世
界
的
に
大
変
珍
し

い
こ
の
手
法
を
、
当
時
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
舞
台
に
か
か
わ
る
関
係
者
全
員
、

ひ
と
え
に
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
、
厳
し
く
も
暖
か
い
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
賜

物
が
あ
れ
ば
こ
そ
続
け
て
こ
ら
れ
た
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
日
本
文

化
理
解
へ
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
、
観
劇
者
人
口
の
益
々
の
増
加
、
に
微
力
な

が
ら
も
貢
献
し
て
い
き
た
く
存
じ
ま
す
。こ
の
度
の
受
賞
は
、そ
の
よ
う
な
我
々

に
と
っ
て
、
大
い
に
励
み
に
な
り
ま
し
た
、
大
変
に
感
謝
感
動
し
て
お
り
ま
す
。

重
ね
ま
し
て
、
今
回
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

株
式
会
社
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド

　

こ
の
度
は
身
に
余
る
素
敵
な
賞
を
頂
き
ま
し
て
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。「
日
本
演
劇
興
行
協
会
」様
か
ら
の
賞
で
し
た
の
に
、
賞
状
に
は
映
像
の

仕
事
の
こ
と
な
ど
に
も
触
れ
て
頂
い
て
お
り
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
大
先
輩
の
皆
さ
ま
の
中
に
混
ざ
っ
て
、
本
当
に
私
で
良
い
の
か
？
何
か
の
間

違
い
で
は
な
い
の
か
？
そ
ん
な
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
っ

と
も
っ
と
精
進
せ
よ
と
い
う
エ
ー
ル
を
頂
い
た
の
だ
と
思
う
と
、
今
は
こ
の
受

賞
に
恥
じ
な
い
仕
事
を
し
て
い
か
な
く
て
は
、
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

　

学
生
の
頃
か
ら
、
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

た
り
物
を
創
っ
た
り
す
る
作
業
が
好
き
で
し
た
。
舞
台
や
映
像
の
制
作
過
程
は

そ
れ
に
似
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
作
曲
は
孤
独
な
作
業
で
す
が
、
自
分
の
作
っ

た
パ
ー
ツ
が
作
品
の
一
部
と
し
て
組
み
込
ま
れ
一
体
化
し
、
さ
ら
に
大
き
く
成

長
し
て
い
く
様
を
見
な
が
ら
あ
れ
こ
れ
と
キ
ャ
ス
ト
や
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ

て
試
行
錯
誤
す
る
時
間
は
毎
回
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
そ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た

「
作
品
」に
対
し
て
お
客
様
の
大
き
な
拍
手
、
笑
い
声
、
評
判
な
ど
を
頂
く
こ
と

が
原
動
力
と
な
っ
て
ま
た
次
の
作
品
へ
と
向
か
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。

と
て
も
有
難
い
こ
と
で
す
。

　

た
く
さ
ん
失
敗
も
し
、
ご
迷
惑
お
か
け
し
た
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
多

く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
教
え
て
い
た
だ
き
、
ご
縁
を
繋
い
で
い
た
だ
き
な
ん

と
か
仕
事
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
大
好
き
な
演
劇
の
世

界
で
、
台
詞
で
は
な
く「
音
楽
」と
し
て
存
在
す
る
居
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
な
ん
て
幸
せ
者
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
関
わ
っ
て
下
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
よ
り

一
層
努
力
し
て
素
敵
な
作
品
を
作
る
べ
く
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

荻
野
　
清
子
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音
楽
に
打
ち
込
ん
だ
青
春
時
代

―
演
劇
の
原
体
験
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。�

　

私
は
新
潟
県
三
条
市
の
出
身
で
す
が
、
子
供
の
頃
は

演
劇
に
興
味
を
持
つ
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
高

校
に
入
学
し
た
時
、
先
輩
か
ら
演
劇
部
に
誘
わ
れ
た
ん

で
す
。
そ
の
先
輩
は
自
分
で
台
本
を
書
い
た
り
演
じ
た

り
し
て
い
て
、
演
劇
を
知
ら
な
い
私
に
も
い
ろ
い
ろ
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
雑
誌「
悲
劇
喜
劇
」も

初
め
て
読
み
ま
し
た
。
毎
号
巻
末
に
台
本
が
載
っ
て
い

る
ん
で
す
が
、『
が
し
ん
た
れ
』や『
が
め
つ
い
奴
』な
ど
、

菊
田
一
夫
先
生
の
芸
術
座
の
作
品
も
取
り
あ
げ
ら
れ
て

い
た
。
田
舎
で
す
か
ら
都
会
の
こ
と
は
何
も
知
り
ま
せ

二
〇
一
八
年
度
　
助
成
金
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』や『
ミ
ス
・
サ
イ
ゴ
ン
』、『
E
n
d
l
e
s
s 

S
H
O
C
K
』な
ど
を
手
が
け
ら
れ
て
い
る
、
東
宝
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・

田
口
豪
孝
さ
ん
。
そ
の
始
ま
り
は
、
伝
説
の
劇
場
・
日
劇
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

女
流
芝
居
の
黄
金
期
を
支
え
、
大
型
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
世
に
送
り
出
し
て
き
た

田
口
さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

田
　
口
　
豪
　
孝
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

演
劇
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

ん
で
し
た
が
、
今
東
京
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
の
か
と
い
う
興
味
は
持
ち
ま
し
た
ね
。

　

三
条
に
も「
三
条
座
」と
い
う
小
さ
な
芝
居
小
屋
が
あ

っ
て
、
毎
年
そ
こ
で
高
校
の
発
表
会
を
や
っ
て
い
ま
し

た
。
二
年
生
の
時
に
木
下
順
二
の『
三
年
寝
太
郎
』を
上

演
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
寝
太
郎
の
役
を
振
ら
れ
た
ん

で
す
。
そ
れ
が
な
ん
と
な
く
芝
居
に
関
わ
っ
た
最
初
で

す
ね
。
で
も
そ
の
時
も
、
演
劇
と
は
こ
ん
な
も
の
な
の

か
と
い
う
く
ら
い
で
、
あ
ま
り
興
味
は
わ
か
な
か
っ
た

ん
で
す
。
卒
業
ま
で
在
籍
し
ま
し
た
が
、
あ
と
は
遊
ん

で
ば
か
り
で
し
た（
笑
）。

―
卒
業
後
は
ど
う
さ
れ
た
の
で
す
か
。

　

私
は
五
人
兄
弟
の
三
男
坊
だ
っ
た
の
で
、
早
く
か
ら

高
校
を
出
た
ら
東
京
へ
行
き
な
さ
い
と
言
わ
れ
て
い
た

ん
で
す
。
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
写
真
家

の
父
を
持
つ
親
友
が
、
日
大
藝
術
学
部
の
写
真
科
を
受

け
る
と
言
う
ん
で
す
。
聞
く
と
放
送
学
科
が
新
設
さ
れ

る
と
い
う
の
で
行
っ
て
み
よ
う
、
と
。
演
劇
学
科
も
あ

り
ま
し
た
が
、
演
劇
に
は
そ
れ
ほ
ど
興
味
が
な
か
っ
た

で
す
か
ら
ね（
笑
）。

　

入
学
し
て
か
ら
打
ち
込
ん
だ
の
は
音
楽
で
す
。
中
学

の
頃
か
ら
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
や
っ
て
い
て
、
日
大
の
吹

奏
楽
部
に
入
り
ま
し
た
。
百
人
以
上
の
大
き
な
部
で
、

四
年
生
の
時
に
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
て
指
揮
者
も
や
り

ま
し
た
。
指
揮
に
つ
い
て
は
そ
こ
で
実
践
で
覚
え
た
り
、

編
曲
を
し
て
写
譜
も
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
東
宝
の
演
出
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部
で
働
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
写
譜
の
ア
ル
バ
イ

ト
な
ん
か
も
や
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
幕
内
事
務
所
で
写

譜
を
し
て
い
た
ら
、
こ
ん
な
こ
と
で
き
る
の
？
っ
て
驚

か
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す（
笑
）。

多
様
な
舞
台
と
向
き
合
う
日
々

―
大
学
卒
業
は
、
日
本
劇
場（
八
一
年
閉
館
）の
制
作
室

に
入
ら
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
に
音
楽
が
好
き
な
ら
、
日
劇
で
人
を
募
集
し

て
い
る
か
ら
行
っ
て
み
た
ら
ど
う
か
と
勧
め
ら
れ
て
、

卒
業
と
同
時
に
入
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
演
出
部
や
舞

台
監
督
を
経
験
し
ま
し
た
。「
日
劇
ウ
エ
ス
タ
ン
・
カ
ー

ニ
バ
ル
」、
島
倉
千
代
子
、
ザ
・
ド
リ
フ
タ
ー
ズ
、
ハ
ナ

肇
と
ク
レ
イ
ジ
ー
キ
ャ
ッ
ツ
…
…
。
一
番
よ
く
や
っ
た

の
は
三
橋
美
智
也
の
歌
謡
シ
ョ
ー
で
し
た
ね
。

　

あ
る
時
、
何
か
新
し
い
も
の
を
と
芝
居
の
企
画
を

出
し
た
ら
通
っ
た
ん
で
す
。
た
ま
た
ま
大
学
の
先
輩

が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
、
朝
の
テ
レ
ビ
小
説

「
い
ち
ば
ん
星
」（
七
七
年
）を
担
当
し
て
い
た
ん
で
す
。

聞
く
と
昭
和
の
流
行
歌
手
・
佐
藤
千
夜
子
の
半
生
の
物

語
で
、
面
白
く
て
。
歌
手
の
話
な
の
で
歌
が
入
る
し
、

日
劇
で
ど
う
か
と
考
え
た
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
日
劇

で
は
芝
居
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
画

期
的
で
し
た
ね
。

―
そ
の
頃
芝
居
に
興
味
は
湧
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
？

　

ま
だ
で
し
た（
笑
）。
そ
れ
は
日
劇
が
閉
館
に
な
っ
て
、

演
劇
部
の
先
輩
に
つ
い
て
芝
居
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら

う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
た
と
え
ば
主
演
女
優
の

最
初
の
出
の
台
詞
や
幕
切
れ
の
最
後
の
キ
メ
が
商
業
演

劇
で
は
大
切
な
の
だ
と
教
わ
り
、
芝
居
と
は
こ
う
い
う

も
の
な
ん
だ
と
わ
か
っ
て
き
て
、
俄
然
面
白
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

平
岩
弓
枝
先
生
は
じ
め
作
家
さ
ん
た
ち
か
ら
も
台
本

は
こ
う
書
く
も
の
と
た
く
さ
ん
お
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。
な
か
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
一
幕
一
場

で
全
て
の
登
場
人
物
の
関
係
が
パ
ッ
と
わ
か
ら
な
き
ゃ

ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
状
況
を
持
っ
て
一
幕

二
場
に
行
く
ん
だ
と
。
と
い
う
こ
と
は
、
一
幕
一
場
で

は
人
物
同
士
を
交
差
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、

だ
い
た
い
広
場
か
ら
始
め
る
と
言
う
ん
で
す
ね
。
な
る

ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
作
り
方
を
側
で
見
て

き
た
の
で
、
自
分
が
台
本
作
り
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
時
に
も
、
作
家
や
主
演
女
優
と
話
す
際
に
は
非
常
に

役
に
立
ち
ま
し
た
。

―
印
象
的
な
作
品
は
あ
り
ま
す
か
。

　

浜
木
綿
子
さ
ん
主
演
の
舞
台
は
い
ろ
い
ろ
や
り
ま
し

た
。
新
作
を
続
け
て
や
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
Ｊ
R
の

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

舞
台
で
や
っ
て
み
よ
う
と
な
っ
て
。
浜
さ
ん
な
ら
東
北

が
似
合
う
か
ら
、
東
北
の
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
・

シ
リ
ー
ズ
だ
と
、『
真
室
川
の
女
』（
九
六
年
、
東
京
宝
塚

劇
場
）、『
ね
ぶ
た
の
女
』（
九
七
年
、
帝
劇
）、『
八
木
節
の

女
』（
九
八
年
、
帝
劇
）な
ど
を
手
掛
け
た
の
は
印
象
深

い
で
す
。『
あ
ば
れ
女
将
』（
九
八
年
、
帝
劇
）も
思
い
出

深
く
て
、
日
替
わ
り
で
各
地
の
旅
館
の
女
将
に
舞
台
に

出
て
も
ら
っ
た
ん
で
す（
笑
）。
お
客
様
が
ど
う
し
た
ら

興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
？
と
、
意
外
性
の
あ
る

企
画
を
考
え
る
の
は
好
き
で
し
た
ね
。

　

浜
木
綿
子
さ
ん
主
演
の『
売
ら
い
で
か�

亭
主
売
り

ま
す
！
』を
新
歌
舞
伎
座
で
上
演
し
た
時
の
こ
と
で
す
。

園
佳
也
子
さ
ん
演
じ
る
泥
臭
い
姑
と
、
亭
主
役
の
左
と

ん
平
さ
ん
が
ま
た
絶
妙
な
味
わ
い
で
大
受
け
し
た
ん
で

す
ね
。
千
穐
楽
に
行
っ
た
ら
ウ
ワ
〜
ン
ウ
ワ
〜
ン
と
劇

場
中
に
笑
い
声
が
反
響
す
る
よ
う
な
笑
の
渦
が
巻
き
起

こ
っ
て
も
の
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。
今
で
も
よ
く
覚

え
て
い
ま
す
。

『売らいでか！−亭主売ります−』1998年公演より。浜木綿子、左とん平
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『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』そ
し
て

『
E
n
d
l
e
s
s  

S
H
O
C
K
』

―
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』に
は
初
演（
八
七

年
）か
ら
携
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

　
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』で
ま
ず
大
変
な
の
が
全
キ
ャ
ス

ト
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
当
時
は
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
ま
せ
ん
か
と
事
務
所
に
声
を
か
け

て
も
、
皆
そ
れ
が
何
だ
か
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
。
演
出
家
の
ジ
ョ
ン
・
ケ
ア
ー
ド
か
ら
は
、

い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
人
物
を
探
し
て
欲
し
い
と
言
わ

れ
た
の
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
系
の
歌
手
ま

で
あ
ら
ゆ
る
事
務
所
に
声
を
か
け
ま
し
た
。
結
果
、
ジ

ョ
ン
・
ケ
ア
ー
ド
は
初
演
の
メ
ン
バ
ー
を
、
シ
ャ
ン
ソ

ン
か
ら
ロ
ッ
ク
の
人
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら

見
事
に
選
び
ま
し
た
ね
。

―
ダ
ブ
ル
キ
ャ
ス
ト
と
い
う
の
も
画
期
的
で
し
た
。

　

ダ
ブ
ル
キ
ャ
ス
ト
は『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ど
う
し
て
も
一
週
間
に

十
回
以
上
公
演
を
打
た
な
け
れ
ば
採
算
が
と
れ
ず
、
シ

ン
グ
ル
キ
ャ
ス
ト
だ
と
難
し
い
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん

で
す
。
そ
の
時
に
ジ
ョ
ン
・
ケ
ア
ー
ド
が
、
ダ
ブ
ル
キ

ャ
ス
ト
に
す
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
と
。
そ
ん
な
こ
と
が
出

来
る
の
か
と
聞
い
た
ら
、
芝
居
だ
と
俳
優
に
よ
っ
て
間

が
変
わ
っ
て
し
ま
う
け
れ
ど
、『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』は
音

楽
で
つ
な
い
で
い
く
か
ら
出
来
る
、
と
。
そ
の
後
、
ダ

ブ
ル
キ
ャ
ス
ト
は
日
本
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
は
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ダ
ブ
ル
キ
ャ
ス
ト
の
思
わ
ぬ
効
果
と
し
て
は
、
同
じ

役
同
士
が
競
い
合
っ
て
切
磋
琢
磨
し
て
い
け
た
こ
と
と
、

お
客
様
の
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
ダ
ブ

ル
キ
ャ
ス
ト
の
ど
ち
ら
が
良
い
と
か
悪
い
と
か
、
誰
と

誰
の
組
み
合
わ
せ
が
良
か
っ
た
と
か
。
演
劇
は
娯
楽
で

す
か
ら
、
良
い
悪
い
も
お
客
様
の
好
み
次
第
。
だ
か
ら

存
分
に
批
評
し
合
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
そ
れ

で
い
い
ん
で
す
。
若
い
ス
タ
ッ
フ
に
も
、『
レ
・
ミ
ゼ
ラ

ブ
ル
』は
そ
う
や
っ
て
話
題
を
提
供
す
る
こ
と
が
大
事

な
ん
だ
と
よ
く
言
い
ま
す
ね
。

―
田
口
さ
ん
は『
E
n
d
l
e
s
s��

S
H
O
C
K
』

（
二
〇
〇
〇
年
初
演
時『
M
I
L
L
E
N
N
I
U
M�

S
H
O
C
K
』）の
立
ち
上
げ
か
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を

務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ジ
ャ
ニ
ー
喜
多
川
さ
ん

と
は
古
く
か
ら
の
お
知
り
合
い
だ
と
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ニ
ー
さ
ん
と
の
出
会
い
は
日
劇
で
す
。
ジ
ャ

ニ
ー
さ
ん
が
担
当
し
て
い
た
タ
レ
ン
ト
た
ち
が
日
劇

に
出
演
し
て
い
て
、
お
互
い
若
か
っ
た
で
す
し
時
間

が
あ
る
時
は
よ
く
話
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
の

後
、
ジ
ャ
ニ
ー
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
当
時

所
属
さ
れ
て
い
た
田
原
俊
彦
さ
ん（『
夢
泥
棒
』八
五
年
、

東
京
宝
塚
劇
場
）や
、
堂
本
剛
さ
ん（『
花
影
の
花
』九
五

年
、
東
京
宝
塚
劇
場
）な
ど
に
芝
居
へ
出
演
い
た
だ
い

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
繋
が
り
が
続
く
中

で
、
帝
劇
で
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所
と
公
演
を
行
う
こ
と

に
な
り
、『
S
H
O
C
K
』の
立
ち
上
げ
か
ら
関
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
ジ
ャ
ニ
ー
さ
ん
の
求
め
る
も
の

に
は
不
可
能
に
思
え
る
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

け
れ
ど
、
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
は

私
に
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
か
ら
、
な
ん
と
か
実
現
さ
せ

よ
う
と
ス
タ
ッ
フ
と
も
ど
も
皆
で
頑
張
り
ま
し
た
。
ま

さ
か
こ
ん
な
に
続
く
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

　

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。『
S
H
O
C
K
』初
演

の
初
日
を
翌
日
に
ひ
か
え
た
深
夜
の
こ
と
で
す
。
初
日

の
幕
が
開
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
緊
迫
感
が
流
れ

る
中
、
出
演
者
た
ち
は
汗
水
流
し
て
稽
古
を
続
け
、
ス

タ
ッ
フ
た
ち
は
目
を
血
走
ら
せ
な
が
ら
飛
び
回
っ
て
い

ま
し
た
。
客
席
で
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
ら
隣
に
ジ
ャ

ニ
ー
さ
ん
が
来
た
ん
で
す
。
そ
し
て
、「
こ
う
い
う
雰
囲

気
は
い
い
ね
。
さ
す
が
劇
場
だ
ね
、
こ
れ
が
シ
ョ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
だ
よ
」と
し
み
じ
み
言
っ
た
の
を
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。
ジ
ャ
ニ
ー
さ
ん
は
劇
場
空
間
す
べ
て
が
好
き

な
ん
だ
、
本
当
に
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
が
好
き
な
ん
だ
と

『レ・ミゼラブル』日本初演30周年記念公演パーティー（2017年）にて。
作曲家のクロード＝ミッシェル・シェーンブルク（右）と、ミュージカル・
スーパーバイザーの山口琇也（左）とともに

二
〇
一
八
年
度
　
助
成
金
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

た
ぐ
ち
・
ひ
で
た
か

日
本
大
学
藝
術
学
部
放
送
学
科
卒
業
。
一
九
六
五

年
東
宝
株
式
会
社
演
劇
部
と
専
属
契
約
。
日
本
劇

場
の
各
公
演
で
舞
台
監
督
を
務
め
る
。「
日
劇
ウ
エ

ス
タ
ン
・
カ
ー
ニ
バ
ル
」、「
ザ
・
ド
リ
フ
タ
ー
ズ
・

シ
ョ
ー
」、「
ハ
ナ
肇
と
ク
レ
イ
ジ
ー
キ
ャ
ッ
ツ
」、

「
サ
ヨ
ナ
ラ
日
劇“
フ
ェ
ス
ィ
バ
ル
”」（
た
の
き
ん

ト
リ
オ
）な
ど
、
閉
館（
八
一
年
）ま
で
、
数
多
く

の
歌
謡
シ
ョ
ー
に
携
わ
る
。
そ
の
後
、
帝
国
劇
場
、

東
宝
宝
塚
劇
場
、
芸
術
座
の
三
座
を
中
心
に
、
商

業
演
劇
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
数
多
く
の
作

品
を
製
作
。八
千
草
薫（『
古
都
憂
愁
』八
四
年
、『
楡

家
の
人
び
と
』九
一
年
）、
浜
木
綿
子（『
御
宿
か
わ

せ
み
』八
四
年
、『
真
室
川
の
女
』九
六
年
）、
浅
丘

ル
リ
子（『
天
井
桟
敷
の
人
び
と
』九
五
年
、『
西
鶴

一
代
女
』九
九
年
）ら
に
よ
る
女
流
芝
居
の
黄
金
期

を
支
え
、
八
七
年
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『
レ
・
ミ
ゼ
ラ

ブ
ル
』、
九
二
年『
ミ
ス
・
サ
イ
ゴ
ン
』日
本
初
演

よ
り
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
。
二
〇
〇
〇

に
は『
M
I
L
L
E
N
N
I
U
M 

S
H
O
C
K
』

（
現『
E
n
d
l
e
s
s 

S
H
O
C
K
』立
ち
上
げ

よ
り
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
、『
D
R
E
A
M 

B
O
Y
S
』、『
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
ア
イ
ラ
ン
ド
』な
ど
、

現
在
も
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
多
数
の
公
演
を
手
が
け
て
い
る
。

そ
の
時
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

プ
ロ
意
識
を
持
つ
こ
と

―
長
き
に
わ
た
る
活
動
の
中
で
、
特
に
記
憶
に
残
る
出

来
事
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
冥
利
に
つ
き
る
の
で
す
が
、
私
は

三
度
泣
い
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
一
つ
目
は
先
ほ
ど

話
し
た
新
歌
舞
伎
座『
売
ら
い
で
か
』の
千
穐
楽
で
す
。

こ
れ
が
喜
劇
な
ん
だ
と
鳥
肌
が
た
ち
泣
け
て
き
ま
し
た
。

二
つ
目
が
、
ジ
ャ
ニ
ー
さ
ん
が「
こ
れ
が
シ
ョ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
だ
」と
言
っ
た
時
。
隣
で
聞
い
て
い
て
涙
が
滲
み

ま
し
た
し
、
こ
の
人
と
仕
事
を
や
れ
て
よ
か
っ
た
と
感

動
し
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
二
〇
一
七
年
の『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』日

本
初
演
三
〇
周
年
記
念
公
演
の
特
別
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
。

作
曲
家
の
ク
ロ
ー
ド
＝
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル

ク
が
ピ
ア
ノ
を
弾
き
、
四
人
の
ジ
ャ
ン
・
バ
ル
ジ
ャ
ン

が「
彼
を
帰
し
て
」を
歌
っ
た
時
で
す
。
三
〇
周
年
の
お

祝
い
に
作
曲
家
ク
ロ
ー
ド
＝
ミ
ッ
シ
ェ
ル
と
作
詞
家
ア

ラ
ン
・
ブ
ー
ブ
リ
ル
が
来
日
し
て
、
歴
代
キ
ャ
ス
ト
と

共
に
舞
台
上
で
祝
え
る
な
ん
て
あ
り
え
な
い
こ
と
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
が
出
来
た
ら
と
長
年
思
い
続
け
て
い
た
こ

と
が
目
の
前
で
実
現
し
て
い
る
…
…
思
い
が
募
っ
て
自

然
と
泣
け
て
き
ま
し
た
。

　
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』は
〇
九
年
に
新
演
出
版
が
英
国

で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
は
日
本
で
も
こ
の
バ
ー
ジ

ョ
ン
を
上
演
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
が
こ
う
言

っ
た
ん
で
す
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
新
し
く
演
出
を
変

え
た
り
新
鮮
な
も
の
に
作
り
変
え
て
い
る
の
と
一
緒
だ

よ
、
と
。
そ
れ
を
聞
い
て
納
得
し
ま
し
た
ね
。
古
い
も

の
を
守
り
続
け
る
の
で
は
な
く
、
継
続
の
た
め
に
進
化

さ
せ
る
と
い
う
考
え
は
す
ご
く
響
き
ま
し
た
ね
。

―
最
後
に
、
演
劇
に
携
わ
る
若
い
方
に
何
か
言
葉
を
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

プ
ロ
に
な
り
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

同
じ
仕
事
を
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
人
な
ら
で
は
の
付

加
価
値
を
つ
け
て
仕
事
を
す
る
、
そ
れ
が
プ
ロ
の
仕
事

で
す
。
今
の
若
い
人
た
ち
に
は
ぜ
ひ
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

に
お
い
て
、
プ
ロ
意
識
を
も
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
そ

う
す
る
こ
と
で
自
分
自
身
の
道
も
開
け
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

取
材
・
文
／
高
橋
涼
子

写
真
協
力
／
東
宝
演
劇
部

『レ・ミゼラブル』2019年公演より
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衣
裳
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
と
は

―
笠
谷
さ
ん
が
松
竹
衣
裳
に
入
ら
れ
た
き
っ
か
け
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

小
学
生
の
と
き
か
ら
映
画
が
好
き
で
、
映
画
を
見
て
、

こ
ん
な
衣
裳
は
ど
う
や
っ
て
作
っ
て
い
る
ん
や
ろ
う
と

い
う
興
味
か
ら
始
ま
っ
た
ん
で
す
。
時
代
劇
ば
っ
か
り

見
て
い
ま
し
た
ね
。
特
に〝
ご
て
ん
も
ん
〟と
い
う
、
お

姫
さ
ま
や
腰
元
さ
ん
ら
の
衣
裳
は
、
ど
う
作
っ
て
見
せ

て
い
る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
松
竹
に
入

る
方
法
が
分
か
ら
な
く
て
、
時
代
考
証
の
学
校
が
あ

り
、
そ
こ
に
三
年
通
っ
て
い
た
ん
で
す
。
卒
業
す
る
前

に
、
誘
わ
れ
て
衣
裳
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
中
座
に
ア
ル
バ

イ
ト
で
入
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
こ
で
腕
を
認
め
て
も
ら

一
九
七
六
年
に
松
竹
衣
裳
に
入
社
以
来
、
演
劇
課
営
業
係
の
衣
裳
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
現
在
ま
で

勤
務
し
、
関
西
を
中
心
に
現
代
劇
か
ら
時
代
劇
ま
で
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
公
演
に
か
か
わ
っ
て

こ
ら
れ
た
笠
谷
マ
リ
子
さ
ん
。
松
竹
新
喜
劇
公
演
で
は
藤
山
寛
美
さ
ん
に
従
事
し
、
そ
の
後
は

藤
山
直
美
さ
ん
も
ご
担
当
。
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
元
に
現
場
を
取
り
仕
切
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。お
仕
事
に
つ
い
て
や
、寛
美
さ
ん
、直
美
さ
ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

笠
　
谷
　
マ
　
リ
　
子
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

舞
台
衣
装

い
松
竹
に
入
社
で
き
ま
し
た
。
若
い
こ
ろ
か
ら
裁
縫
を

や
っ
て
た
し
、
近
所
で
五
年
ほ
ど
裁
縫
の
学
校
に
通
っ

て
い
ま
し
た
。
自
分
の
着
る
も
の
は
自
分
で
縫
え
る
ほ

ど
に
な
り
ま
し
た
ね
。
で
も
松
竹
に
入
る
と
、
習
っ
た

こ
と
は
全
部
捨
て
て
し
ま
っ
て
、
一
か
ら
じ
ゃ
な
い
と

覚
え
き
れ
な
い
ん
で
す
よ
。
現
代
も
の
と
時
代
も
の
は

仕
立
て
が
全
然
違
う
か
ら
。
破
れ
た
衣
裳
を
縫
う
直
し

も
の
な
ん
か
、
細
か
い
縫
い
方
し
か
習
っ
て
な
い
の
で

「
そ
ん
な
縫
い
方
し
た
ら
布
が
破
れ
る
」と
叱
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
何
回
も
ほ
ど
い
て
は
縫
い
、
ほ
ど
い

て
は
縫
い
を
繰
り
返
す
か
ら
、
細
か
く
縫
っ
て
い
た
ん

で
は
布
が
破
れ
、
舞
台
に
間
に
合
わ
な
い
の
で
、
大
き

く
縫
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
普
段
着
と
舞
台
で
着
る

衣
裳
は
別
物
な
ん
や
と
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
役
者
さ

ん
に
着
付
け
し
て
、
舞
台
に
出
し
て
あ
げ
る
の
も
仕
事

で
す
の
で
、
着
せ
る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
ね
。

―
衣
裳
ス
タ
ッ
フ
は
ど
う
い
う
状
況
で
仕
事
が
進
む
の

で
し
ょ
う
か
。

　

最
初
は
チ
ー
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
方
が
い
て
、
そ
の
方

の
指
示
で
、
演
目
ご
と
に
、
こ
の
役
の
人
に
は
こ
う
い

う
衣
裳
を
選
ぶ
と
い
う
選
択
の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
役
者
の
寸
法
に
合
わ
せ
て
、
寸
法
直
し
が
始

ま
る
ん
で
す
。
着
物
の
寸
法
を
測
っ
て
、
裄
直
し
や
丈

直
し
な
ど
、
お
裁
縫
さ
ん
に
出
す
ま
で
の
準
備
が
あ
る

ん
で
す
。
裄
直
し
や
っ
た
ら
袖
を
外
し
て
し
ま
う
、
丈

直
し
や
っ
た
ら
裾
を
全
部
ほ
ど
い
て
し
ま
う
と
か
そ
の

準
備
か
ら
習
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
お
裁
縫
さ
ん
に
出

し
て
、
期
日
ま
で
に
上
げ
て
い
た
だ
く
。
期
日
ま
で
に

上
が
っ
た
ら
、
こ
の
役
者
さ
ん
に
は
襦
袢
や
裾
よ
け
、

二
〇
一
八
年
度
　
助
成
金
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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帯
が
必
要
、
あ
の
役
者
さ
ん
は
着
替
え
が
何
枚
い
る
な

ど
、
役
者
一
人
ひ
と
り
に
セ
ッ
ト
し
て
、
初
め
て
荷
物

が
劇
場
に
出
る
ん
で
す
。

―
当
然
、
役
に
よ
っ
て
一
人
ひ
と
り
準
備
す
る
衣
裳
が

違
う
の
で
す
ね
。

　

人
数
分
違
い
ま
す
。
毎
回
、
演
目
も
違
い
、
当
時
は
千

穐
楽
が
終
わ
っ
て
二
日
の
間
に
今
言
っ
た
こ
と
を
全
部
し

て
し
ま
わ
な
い
と
次
の
公
演
に
間
に
合
わ
な
い
ん
で
す
。

入
社
後
、
す
ぐ
松
竹
新
喜
劇
の
担
当
に
な
り
、
新
喜
劇
は

当
時
、
一
公
演
二
十
八
日
制
が
主
な
シ
ス
テ
ム
。
前
月
の

舞
台
か
ら
次
の
舞
台
の
初
日
ま
で
の
準
備
期
間
は
た
っ
た

の
二
日
し
か
な
い
ん
で
す
。
す
ぐ
に
初
日
を
開
け
な
い
と

い
け
な
い
。
そ
れ
が
大
変
や
っ
た
ん
で
す
わ
。

―
千
穐
楽
が
終
わ
っ
た
公
演
の
衣
裳
が
戻
っ
て
き
て
、

次
作
の
た
め
、
全
く
新
し
い
衣
裳
に
仕
立
て
直
す
の
で

し
ょ
う
か
。

　

演
目
が
違
う
か
ら
同
じ
も
の
は
使
え
な
い
ん
で
す
。

次
の
演
目
の
詳
細
が
決
ま
る
の
が
毎
月
二
十
五
日
ご
ろ

な
ん
で
す
。
台
本
が
出
て
、
香
盤
表（
こ
う
ば
ん
ひ
ょ

う
）が
出
て
、
そ
れ
を
も
ら
っ
た
ら
、
会
社
に
行
っ
て
、

公
演
の
終
演
後
に
ぶ
っ
通
し
で
役
者
の
衣
裳
の
寸
法
測

り
な
ど
を
す
る
ん
で
す
。
二
日
間
の
間
に
。
新
喜
劇
は

十
二
カ
月
ず
っ
と
続
い
て
い
て
、
そ
れ
が
何
年
も
続
き

ま
し
た
ね
。
そ
や
か
ら
、
休
み
は
ほ
と
ん
ど
な
い（
笑
）。

―
二
日
間
だ
け
と
は
す
ご
い
こ
と
で
す
ね
。

　

役
者
さ
ん
も
大
変
な
ん
で
す
。
終
演
後
、
私
ら
と
一

緒
に
残
っ
て
稽
古
し
て
、
た
っ
た
二
日
で
セ
リ
フ
を
覚

え
る
ん
で
す
。
皆
が
一
緒
に
な
っ
て
セ
リ
フ
を
覚
え
て

い
る
か
ら
、
す
ぐ
に
代
役
が
立
つ
ん
で
す
よ
。
舞
台
に

穴
が
開
く
こ
と
は
な
い
。
す
ご
い
と
こ
ろ
や
な
と
思
い

ま
し
た
。
松
竹
新
喜
劇
の
場
合
、
昼
夜
二
回
公
演
で
、

昼
三
本
、
夜
三
本
の
計
六
本
。
う
ち
三
本
は
新
作
で
す
。

ど
の
シ
ー
ン
で
着
替
え
て
衣
裳
を
用
意
す
る
の
か
を
知

る
の
も
大
変
で
し
た
。
お
針
子
さ
ん
は
寝
る
時
間
を
削

っ
て
、
縫
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

―
お
体
は
大
丈
夫
だ
っ
た
の
で
す
か
。

　

つ
ぶ
し
ま
し
た
。
健
康
診
断
で
不
整
脈
が
見
つ
か
っ

て
、
心
室
性
期
外
収
縮
に
な
り
ま
し
た
。
役
者
さ
ん
に

服
を
着
せ
て
楽
屋
に
帰
っ
て
来
た
ら
、
横
に
な
ら
な
い

と
息
が
苦
し
く
て
。
で
も
そ
れ
も
乗
り
越
え
ま
し
た
ね
。

藤
山
寛
美
と
の
仕
事
は〝
間
〟

―
入
社
し
て
翌
年
に
藤
山
寛
美
さ
ん
を
ご
担
当
さ
れ
ま

し
た
。
寛
美
さ
ん
は
ど
ん
な
方
で
し
た
か
。

　

や
っ
ぱ
り
怖
か
っ
た
で
す
ね
。
初
め
は
先
生
の
楽
屋

へ
よ
う
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
怒
ら
れ
た
り
す
る
ん
で
す
か
。

　

会
話
し
て
い
て
も
常
に
間
を
気
に
さ
れ
る
ん
で
す
。

普
通
の
会
話
で
も
、
間
を
ず
ら
す
と
す
ご
い
怒
ら
れ
る

（
笑
）。
先
生
の
化
粧
が
終
わ
っ
て
、
あ
の
手
が
終
わ
っ

た
ら
次
の
衣
裳
や
な
と
思
た
ら
サ
ッ
と
い
か
な
い
と
。

そ
の
間
が
悪
か
っ
た
ら
叱
ら
れ
ま
す
。

―
ど
う
い
う
風
に
怒
ら
れ
る
の
で
す
か
。

　

目
で
合
図
で
す
。
態
度
で
示
す
。
キ
ッ
と
に
ら
ま
れ

た
り（
笑
）。
付
き
人
さ
ん
も
二
、三
人
は
付
い
て
い
る

ん
で
す
が
、
何
も
言
っ
て
く
れ
な
い
で
す
。
様
子
を
見

て
、
見
計
ら
っ
て
す
る
し
か
な
い
で
す
。

―
二
日
し
か
準
備
期
間
が
な
い
上
に
、
そ
ん
な
状
況
の

中
で
仕
事
さ
れ
る
の
は
も
の
す
ご
い
緊
張
感
で
す
ね
。

　

先
生
も
セ
リ
フ
が
頭
に
入
っ
て
な
い
と
き
は
、「
そ
こ

閉
め
て
ん
か
ー
」と
楽
屋
の
入
り
口
を
ピ
シ
ャ
ッ
と
閉

め
る
。
わ
ず
か
な
時
間
で
も
セ
リ
フ
を
頭
に
入
れ
て
い

ま
し
た
よ
。
も
う
、
周
り
も
ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
ま
し
た
。

―
で
も
舞
台
に
上
が
る
と
、喜
劇
王
に
変
わ
る
わ
け
で
す
ね
。

　

す
ご
い
人
や
な
と
。
楽
し
い
お
芝
居
の
と
き
は
、
私

も
舞
台
の
袖
で
ジ
ッ
と
見
て
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う

時
は「
マ
リ
さ
ん
そ
こ
で
何
し
て
る
ー
？
」と
セ
リ
フ
で

言
っ
て
か
ら
か
う
ん
で
す（
笑
）。恥
ず
か
し
く
て
、ス
ー

ッ
と
後
ろ
に
隠
れ
ま
し
た
よ（
笑
）。
な
ん
で
袖
で
見
る

か
と
い
う
と
、
役
者
が
ど
う
い
う
動
作
を
し
て
い
る
の

か
を
観
察
し
て
服
が
破
れ
た
理
由
を
探
る
ん
で
す
。
あ

ん
な
仕
草
し
て
る
か
ら
こ
こ
が
破
れ
る
ん
や
な
と
。
そ

れ
を
常
に
陰
か
ら
見
て
い
ま
し
た
ね
。

―
舞
台
を
見
る
ポ
イ
ン
ト
が
違
い
ま
す
ね
。

　

お
芝
居
が
楽
し
い
の
は
忘
れ
て
し
ま
っ
て
ま
す（
笑
）。
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当
時
は
先
生
以
外
に
も
劇
団
員
約
五
十
人
の
衣
裳
を
担

当
し
て
い
ま
し
た
。

―
そ
れ
は
本
当
に
大
変
で
す
ね
。

　

台
本
読
ん
で
、
自
分
で
衣
裳
を
考
え
る
。
役
者
さ
ん

に
何
が
欲
し
く
て
ど
ん
な
も
の
が
着
た
い
か
聞
い
て
い

る
時
間
は
な
い
ん
で
す
よ
。
自
分
な
り
に
考
え
て
着
せ

て
い
き
ま
す
。
ダ
メ
が
で
る
言
う
た
ら
、
文
芸
部
さ
ん

と
い
う
脚
本
を
書
く
人
た
ち
に
言
わ
れ
て
衣
裳
を
変
え

た
り
、
直
し
た
り
す
る
ぐ
ら
い
で
す
。
覚
え
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
す
ぎ
て
、
仕
事
に
慣
れ
た
な
と
思
っ
た

の
は
十
年
経
っ
て
か
ら
で
す
ね
。

―
寛
美
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
公
演（
三
本
の
演
目
の
う

ち
、最
後
の
一
本
を
観
客
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
決
定
）

は
ど
う
や
っ
て
準
備
さ
れ
た
の
で
す
か
。

　

あ
れ
は
も
う
泣
き
た
い
ほ
ど
大
変
で
し
た（
笑
）。
役

者
さ
ん
が「
娘
役
の
と
き
は
こ
の
衣
裳
、
お
か
み
さ
ん

に
な
っ
た
ら
こ
れ
」と
衣
裳
を
指
定
し
て
く
る
ん
で
す
。

言
わ
れ
た
衣
裳
を
用
意
す
る
ん
で
す
け
ど
、
狂
言
が

二
十
本
も
あ
っ
て
、
準
備
す
る
だ
け
で
一
週
間
か
か
り

ま
し
た
よ
。
二
十
本
の
ど
れ
か
を
や
る
と
決
ま
っ
て
い

る
け
ど
、
当
日
何
が
出
る
か
分
か
れ
へ
ん
か
ら
、
花
魁

が
出
た
ら
、
禿（
髪
を
肩
ま
で
切
り
そ
ろ
え
た
児
童
期
）

が
何
人
と
頭
数
で
揃
え
て
い
く
ぐ
ら
い
は
し
と
か
な
い

と
。
裁
縫
部
さ
ん
に
は
す
ご
く
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

寸
法
が
合
わ
な
い
と
、
直
し
て
い
る
暇
が
な
い
ん
で
す
。

と
に
か
く
間
に
合
わ
せ
。

―
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
舞
台
裏
を
見
る
と
、
服
を

テ
ー
プ
で
留
め
た
り
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
感
じ
で
す
。
で
も
テ
ー
プ
で
留
め
る
と
後

の
直
し
に
糊
が
付
い
て
大
変
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
だ
け

は
し
た
く
な
い
と
思
っ
て
、
目
が
大
き
く
て
も
い
い
か

ら
、
針
と
糸
で
ピ
ャ
ー
ツ
と
直
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
の
ほ
う
が
役
者
さ
ん
も
安
心
す
る
ん
で
す
。

―
寛
美
さ
ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

　

巡
業
で
北
海
道
に
行
っ
た
と
き
、
牧
場
の
方
と
先
生

が
お
知
り
合
い
で
、
皆
で
牧
場
へ
行
く
と
牛
一
頭
ま
る

ま
る
焼
か
れ
て
出
て
き
た
ん
で
す
よ（
笑
）。
先
生
が
入

刀
し
て
く
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

―
何
を
一
番
学
ば
れ
ま
し
た
か
。

　

人
の
良
さ
か
な
。
怒
ら
れ
も
し
ま
し
た
が
、
内
心
は

全
然
違
う
優
し
い
方
で
、
親
切
な
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で

す
。
亡
く
な
ら
れ
る
前
は
、
舞
台
が
終
わ
っ
た
ら
、
す

ぐ
楽
屋
で
横
に
な
ら
れ
て
ま
し
た
。
よ
ほ
ど
し
ん
ど
い

ん
や
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
初
め
て
変
な
こ
と

言
う
ん
で
す
よ
。「
マ
リ
さ
ん
仕
事
あ
る
ん
か
」と
。「
仕

事
っ
て
、
私
、
会
社
員
で
す
か
ら
大
丈
夫
で
す
よ
」と

言
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。
後
か
ら
考
え
た
ら
、
私
の
こ

と
心
配
し
て
く
れ
て
は
っ
た
ん
や
わ
と
。

―
も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に
。

　

優
し
い
で
す
よ
ね
。
皆
に
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
一
人

ず
つ
声
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
皆
の
行
く
末
を
見

て
か
ら
病
院
へ
入
ら
れ
ま
し
た
。

藤
山
直
美
の
芸
は
血

―
そ
の
後
、
藤
山
直
美
さ
ん
の
ご
担
当
に
も
な
ら
れ
ま

し
た
。
お
仕
事
は
い
か
が
で
し
た
か
。

　

直
美
さ
ん
は
ふ
く
よ
か
や
か
ら
、
着
物
は
常
に
二
枚

用
意
し
て
お
か
な
い
と
持
た
な
い
ん
で
す
。「
マ
リ
さ
ん
、

破
れ
た
よ
」「
は
い
、
次
、
準
備
し
て
ま
す
」と
い
う
よ

う
に
持
っ
て
い
か
な
い
と
叱
ら
れ
る
ん
で
す
よ（
笑
）。

寛
美
先
生
と
同
じ
く
ら
い
厳
し
い
方
で
す
。本
人
が「
衣

裳
は
こ
う
い
う
感
じ
」と
言
っ
て
く
れ
る
間
は
楽
な
ん

で
す
が
、
そ
ん
な
余
裕
が
な
く
、
何
も
言
っ
て
く
れ
な

い
と
き
は
何
枚
も
作
っ
て
、
す
ぐ
着
ら
れ
る
よ
う
に
仕

立
て
て「
ど
れ
し
ま
し
ょ
？
」と
聞
い
て
決
め
て
も
ら
い

ま
す
。
先
を
読
む
こ
と
と
誠
意
が
大
切
で
す
ね
。

―
女
優
さ
ん
で
す
か
ら
衣
裳
に
対
す
る
思
い
入
れ
は
強

い
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

直
美
さ
ん
は
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
芝
居
が
多

く
て
、
偽
物
を
出
す
と
い
う
の
は
し
に
く
か
っ
た
で
す

ね
。
紬
や
銘
仙
な
ど
は
、
古
着
で
も
い
い
か
ら
ほ
ん
ま

も
ん
を
探
し
に
行
き
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
い
い
も
の
は

残
っ
て
い
ま
す
。
間
に
合
わ
な
い
と
き
は
、「
こ
れ
に
似

た
も
の
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」と
染
物
屋
さ
ん
に
じ
か

に
行
き
ま
し
た
。
古
着
は
一
週
間
ほ
ど
着
た
ら
お
尻
が

破
れ
て
し
ま
う
。
糸
が
弱
っ
て
い
て
、
破
れ
も
ひ
ど
な

る
。
直
美
さ
ん
は
パ
ワ
フ
ル
な
方
で
す
か
ら
、
動
き
が

す
ご
く
激
し
く
て
。

―
芸
も
素
晴
ら
し
い
方
で
す
。

二
〇
一
八
年
度
　
助
成
金
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

か
さ
た
に
・
ま
り
こ

一
九
四
三
年
生
ま
れ
。
七
六
年
に
松
竹
衣
裳
に

入
社
。
大
阪
本
部 

営
業
部 

演
劇
課 

営
業
係
に
配

属
。
翌
年
、
松
竹
新
喜
劇
に
た
ず
さ
わ
り
、
衣

裳
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
藤
山
寛
美
や
幹
部
俳
優
を

担
当
。
そ
の
後
、
藤
山
直
美
公
演
に
も
長
き
に

わ
た
り
従
事
。
演
出
家
、
主
演
女
優
ら
と
協
議

し
、
衣
裳
プ
ラ
ン
の
構
築
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

中
村
美
律
子
、
石
川
さ
ゆ
り
を
は
じ
め
と
す
る

座
頭
公
演
に
も
指
名
さ
れ
、
厚
い
信
頼
を
得
て

い
る
。
二
〇
〇
三
年
に
定
年
を
迎
え
る
が
、
そ

の
後
も
営
業
係
と
し
て
勤
続
。
後
輩
の
従
業
員

の
指
導
・
育
成
に
も
尽
力
し
て
い
る
。
主
な
作

品
に
、
中
座『
松
竹
新
喜
劇
』（
七
七
年
）、
新
歌

舞
伎
座『
藤
山
寛
美
師
走
奮
闘
公
演
』（
八
九
年
）、

中
座『
夫
婦
善
哉「
林
与
一
、
藤
山
直
美
」』（
九
五

年
）、
大
阪
松
竹
座『
夢
噺　

桂
春
団
治「
沢
田
研

二
、
藤
山
直
美
」藤
山
寛
美
十
三
回
忌
追
善
興
行
』

（
〇
二
年
）、
中
日
劇
場『
前
川
清
＆
中
村
美
律
子

爆
笑
劇
場
i
n
中
日
劇
場
』（
一
八
年
）、
博
多
座

『
石
川
さ
ゆ
り
特
別
公
演
』（
一
八
年
）な
ど
。

　

直
美
さ
ん
は
新
喜
劇
の
出
し
物
も
多
く
て
、「
寛
美
さ

ん
を
真
似
て
る
ん
か
」と
周
り
は
言
う
ん
で
す
が
、
彼

女
は
録
画
し
た
当
時
の
ビ
デ
オ
や
資
料
を
見
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
寛
美
先
生
と
同
じ
よ
う
に
出

来
は
る
ん
で
す
よ
。
す
ご
い
天
才
で
血
で
す
よ
ね
。
私

は
間
近
で
先
生
の
芸
を
見
て
い
ま
す
か
ら
本
当
に
そ
っ

く
り
な
ん
で
す
。
時
々
ふ
ざ
け
て
、
白
髪
の
お
じ
い
さ

ん
の
鬘
を
か
ぶ
っ
て
、
寛
美
先
生
の
マ
ネ
を
し
て
皆
を

驚
か
せ
て
は
り
ま
し
た（
笑
）。
い
た
ず
ら
が
お
好
き
な

ん
で
す
よ
。
ど
ん
な
？
い
や
、
と
て
も
口
で
は
言
え
ま

せ
ん（
笑
）。
芸
は
も
ち
ろ
ん
、
頭
も
す
ご
く
い
い
方
で

す
か
ら
皆
が
つ
い
て
い
き
ま
す
ね
。

元
気
な
う
ち
は
一
生
現
役

―
笠
谷
さ
ん
は
二
〇
〇
三
年
に
定
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

今
も
お
仕
事
を
継
続
さ
れ
、
後
輩
の
指
導
に
も
あ
た
ら

れ
て
い
ま
す
。若
い
人
た
ち
に
は
何
を
伝
え
た
い
で
す
か
。

　

楽
屋
に
入
っ
た
ら
ま
ず
行
儀
で
す
ね
。「
役
者
さ
ん
の

お
部
屋
に
入
る
の
は
、
よ
そ
の
お
家
へ
行
か
し
て
も
ら

う
の
と
一
緒
や
か
ら
ち
ゃ
ん
と
し
て
く
だ
さ
い
よ
」と
言

う
ん
で
す
が
、
履
物
も
揃
え
ず
、「
お
は
よ
ー
」と
い
う
感

じ
で
、
そ
れ
は
あ
か
ん
よ
と（
笑
）。
あ
ま
り
言
い
す
ぎ

る
と「
マ
リ
さ
ん
き
つ
い
」と
言
わ
れ
る
か
な
ぁ
と
思
う

ん
で
す
が
、育
て
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
で
。「
も

う
え
え
や
ん
」と
思
っ
て
し
ま
う
と
ダ
メ
で
す
わ
。
私
は

頭
叩
か
れ
な
が
ら
し
ご
か
れ
た
世
代
で
す
か
ら（
笑
）。

―
若
い
人
は
覚
え
る
こ
と
ば
か
り
で
す
ね
。

　

帯
結
び
は
、
関
東
巻
き
と
関
西
巻
き
と
い
い
、
東
京

と
大
阪
で
結
び
方
が
違
う
と
き
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
両

方
覚
え
な
い
と
、
お
手
伝
い
に
行
っ
て
も
で
き
な
い
。

着
物
の
た
た
み
方
も
衣
裳
だ
た
み
と
本
だ
た
み
が
あ
る

ん
で
す
が
、
そ
れ
を
覚
え
る
だ
け
で
も
大
変
な
ん
で
す
。

普
通
の
家
庭
で
は
最
近
は
着
物
を
着
な
い
か
ら
、
た
た

み
方
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
世
代
し
か
知

ら
な
い
ん
で
す
。
若
い
人
は
、
大
部
屋
の
役
者
さ
ん
が

衣
裳
を
着
に
来
る
と
き
を
捕
ま
え
て
で
も
一
生
懸
命
覚

え
な
い
と
つ
い
て
い
け
な
い
世
界
で
す
。
ま
た
、
役
者

さ
ん
は
お
客
さ
ん
や
か
ら
、
な
ぁ
な
ぁ
で
話
を
し
て

は
ダ
メ
。「
お
友
達
で
は
な
い
で
す
よ
」と
は
言
い
ま
す
。

何
で
も
聞
い
て
覚
え
て
自
分
の
肥
や
し
に
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
今
、
若
い
人
で
残
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
て

十
人
い
て
な
い
で
す
。

―
笠
谷
さ
ん
は
余
計
に
辞
め
ら
れ
な
い
で
す
ね（
笑
）。

　

元
気
な
う
ち
は
一
生
現
役
で
頑
張
ろ
う
と
思
て
い
ま

す
。
皆
の
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
う
れ
し
い
ん
で
す
。

長
く
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
好
き
や
か
ら
。

好
き
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
わ
。
舞
台
全
般
に
か
か
わ

る
こ
と
が
と
に
か
く
好
き
。
周
り
に
小
道
具
さ
ん
や
床

山
さ
ん
が
お
っ
て
く
れ
る
か
ら
、
そ
の
勉
強
も
し
た
し
、

そ
ん
な
ん
覚
え
る
と
さ
ら
に
仕
事
が
面
白
く
な
る
ん
で

す
よ
。

―
観
客
と
し
て
舞
台
を
楽
し
む
こ
と
は
先
に
な
り
そ
う

で
す
ね
。

　

ま
だ
ま
だ
先
や
と
私
は
思
て
ま
す
。

取
材
・
文　

米
満
ゆ
う
こ
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二
〇
一
八
年
度
海
外
研
修
報
告

佐
　
野
　
昭
　
平

二
〇
一
八
年
度
海
外
研
修
の
報
告

シ
ア
タ
ー
ク
リ
エ
　
演
劇
部 

宣
伝
室

①
L
y
c
e
u
m
　
T
h
e
a
t
r
e「
B
E　

M
O
R
E　

C
H
I
L
L
」

　

三
月
O
P
E
N
の
作
品
で
プ
レ
ビ
ュ
ー
期
間
で
の
観

劇
と
な
っ
た
。
そ
の
せ
い
か
開
演
二
〇
分
前
に
開
場
と

慌
た
だ
し
い
。
客
席
は
三
階
建
て
で
男
女
半
々
で
満
席
、

シ
ニ
ア
も
い
る
が
、
十
代
と
四
十
代
の
親
子
ペ
ア
が
目

立
ち
、
総
じ
て
若
い
印
象
。
ス
テ
ー
ジ
上
に
バ
ン
ド
が

あ
り
、
開
場
中
の
前
奏
で
テ
ル
ミ
ン
の
音
が
流
れ
、
何

と
も
言
え
な
い
不
穏
な
雰
囲
気
が
た
ち
こ
め
る（
作
風

と
合
っ
て
い
な
い
）。

　

物
語
は
、
ダ
サ
い
男
子
高
校
生
・
ジ
ェ
レ
ミ
ー
が
あ

る
薬
を
飲
む
こ
と
で
、
別
の
人
格
・
ス
キ
ッ
プ
が
ジ
ェ

レ
ミ
ー
の
脳
内
に
宿
り
、
ス
キ
ッ
プ
の
言
う
と
お
り
の

行
動
を
し
て
い
く
こ
と
で
ジ
ェ
レ
ミ
ー
が
人
気
者
に
な

っ
て
い
く
―
―
と
い
う
展
開
。
思
春
期
特
有
の
悩
み
、

羨
望
、
嫉
妬
、
自
己
中
心
的
な
言
動
に
は
懐
か
し
く
も

共
感
し
づ
ら
い
部
分
が
あ
る
が
、
最
後
に
ス
キ
ッ
プ
を

抑
え
込
み
、
ジ
ェ
レ
ミ
ー
が
自
分
の「
声
」を
獲
得
し
て

い
く
過
程
に
は
、
心
と
体
、
本
音
と
口
に
出
す
言
葉
が

一
つ
に
溶
け
合
う
よ
う
な
、
突
き
抜
け
た
爽
快
感
を
感

じ
ら
れ
る
ラ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
歌
唱
中
は
観
客
は
と
に

か
く
静
か
で
あ
っ
た
が
、
ラ
ス
ト
を
迎
え
る
と
大
歓
声

＆
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
、
熱
狂
的
な
フ

ァ
ン
が
い
る
よ
う
だ
。

　

そ
の
他
、
雑
感
を
述
べ
る
と
、
主
役
の
ジ
ェ
レ
ミ
ー

は
と
に
か
く
歌
唱
力
が
必
要
な
役
で
、『
R
E
N
T
』の

マ
ー
ク
に
通
じ
る
も
の
を
感
じ
た
。
ヒ
ロ
イ
ン
、
ク

リ
ス
テ
ィ
ー
ン
は
い
わ
ゆ
る
綺
麗
な
お
嬢
様
で
は

な
く
お
笑
い
担
当
な
の
が
特
徴
的
。
ジ
ェ
レ
ミ
ー

の
ダ
サ
い
相
棒
・
マ
イ
ケ
ル
は
こ
の
日
は
代
役
で

T
R
O
Y　

I
W
A
T
A
と
い
う
俳
優
だ
っ
た
が
ソ

ロ
の
持
ち
歌「
m
i
c
h
a
e
l　

i
n　

t
h
e�

b
a
t
h
r
o
o
m
」が
非
常
に
聞
か
せ
る
し
引
き
込

ま
れ
る
楽
曲
で
、
堂
々
た
る
歌
唱
で
あ
っ
た
。
カ
ー
テ

ン
コ
ー
ル
の
拍
手
も
主
役
に
次
い
で
大
き
く
、
こ
れ
で

代
役
と
は
さ
す
が
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
は
層
が
厚
い
と
思

っ
た
。
セ
ッ
ト
は
P
C
画
面
の
角
R
を
模
倣
し
た
よ
う

な
セ
ッ
ト
で
、
道
具
の
出
し
入
れ
で
場
面
転
換
を
図
っ
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て
お
り
シ
ン
プ
ル
。
衣
裳
は
P
O
P
だ
が
現
代
感
は
な

く
古
臭
さ
も
あ
り
、
物
語
の
設
定
も
そ
う
だ
が
あ
ま
り

二
〇
一
九
年
の
作
品
と
い
う
感
じ
は
し
な
い
。

　

見
終
わ
っ
て
改
め
て
思
う
の
は
、
劇
場
自
体
が
厳
か

な
雰
囲
気
の
劇
場
な
の
で
、
作
風
と
合
っ
て
い
な
い
こ

と
に
違
和
感
を
覚
え
た
。

②
S
t
e
p
h
e
n　

S
o
n
d
h
e
i
m 

T
h
e
a
t
r
e『
B
e
a
u
t
i
f
u
l
』

　

日
本
版
で
宣
伝
を
担
当
し
て
い
た
の
で
ど
ん
な
違
い

が
あ
る
の
か
確
認
す
る
た
め
に
観
劇
し
た
。

　

客
席
は
男
女
半
々
で
四
十
代
以
上
が
中
心
の
、
男
女

カ
ッ
プ
ル
・
ご
夫
婦
が
多
い
印
象
で
あ
っ
た
。
土
曜
夜

と
い
う
時
間
帯
の
せ
い
か
一
F
は
満
席
だ
っ
た
。

　
「
W
i
l
l　

y
o
u　

l
o
v
e　

m
e�

T
o
m
o
r
r
o
w
」「
L
o
c
o
m
o
t
i
o
n
」な

ど
曲
が
始
ま
る
前
の
フ
レ
ー
ズ
で
観
客
が
沸
き
立
っ
て

い
て
、
曲
中
の
手
拍
子
は
無
か
っ
た
が
、
一
曲
一
曲
終

わ
っ
た
後
の
歓
声
は
凄
か
っ
た
。
日
本
版
と
の
違
い
と

し
て
は
演
出
は
全
く
一
緒
で「
U
p　

o
n　

t
h
e�

R
o
o
f
」の
登
場
が
少
し
違
う
程
度
で
、
日
本
版
も

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
版
も
ど
ち
ら
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
質

の
高
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
仕
上
が
っ
て
い
る
と
思
っ
た
。

あ
え
て
言
う
な
ら「
O
n　

B
r
o
a
d
w
a
y
」の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
版
の
方
が
踊
り
の

質
が
高
か
っ
た
。

　

こ
の
作
品
は
ス
ト
ー
リ
ー
の
内
容
よ
り
も
楽
曲
の
多

様
さ
が
見
所
だ
と
思
う
。
キ
ャ
ロ
ル
・
キ
ン
グ
と
い
う

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
が
主
人
公
だ
か
ら
こ
そ
、
別
の
歌
手

が
歌
っ
た
り
、
自
分
が
歌
っ
た
り
し
て
絵
替
わ
り
が
あ

り
飽
き
さ
せ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
の
作
品
を
日
本
発
で
や
る
な
ら
、
松
任
谷
由
美
、

中
島
み
ゆ
き
あ
た
り
だ
ろ
う
か
。
キ
ャ
ロ
ル
の
言
動
、

特
に
ス
ト
ー
リ
ー
が
大
き
く
動
く
シ
ー
ン
で
は
、
観
客

が
彼
女
の
言
葉
に
反
応
し
て
い
る
の
が
肌
で
感
じ
面
白

か
っ
た
。
や
は
り
女
性
が
共
感
し
や
す
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
の
だ
ろ
う
。

③
L
y
r
i
c　

T
h
e
a
t
r
e『
H
a
r
r
y 

P
o
t
t
e
r　

a
n
d　

t
h
e　

C
u
r
s
e
d 

C
h
i
l
d 

︱
P
a
r
t 

O
N
E
︱
』

④
L
y
r
i
c　

T
h
e
a
t
r
e『
H
a
r
r
y 

P
o
t
t
e
r　

a
n
d　

t
h
e　

C
u
r
s
e
d 

C
h
i
l
d 

︱
P
a
r
t 

T
W
O
︱
』

　

原
作
・
映
画
を
全
て
見
て
い
る
の
で
非
常
に
期
待
し

な
が
ら
の
観
劇
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
で
バ
ッ
グ

の
中
身
の
検
査
が
あ
っ
た
が
、
入
場
ゲ
ー
ト
が
二
つ
し

か
な
く
良
く
捌
け
る
な
と
感
じ
た
。
総
じ
て
ア
メ
リ
カ

十
代
〜
四
十
代
を
中
心
に
万
遍
な
く
と
い
っ
た
様
子
だ

が
親
子
連
れ
が
多
い
印
象
。
男
女
は
半
々
。

　

原
作
者
J
・
K
・
ロ
ー
リ
ン
グ
が
書
い
た
こ
と
が
納
得

の
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
映
画
の
時
は
す
で
に
原
作
を
読
ん

だ
状
態
で
見
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
が
、
今
回
は

ま
さ
に
新
作
。
原
作
を
読
み
進
め
て
い
る
よ
う
な
喜
び

が
あ
っ
て
観
劇
中
は
終
始
感
動
し
て
し
ま
っ
た
。映
画
・

映
像
よ
り
視
覚
効
果
が
限
定
さ
れ
る
分
、
想
像
力
を
使

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
も
読
書
と
似
て
い
る
。
そ
し

て
肝
心
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
原
作
者
に
し
か
書
く
こ
と

が
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
過
去
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち

の
復
活
が
描
か
れ
て
お
り
、
私
含
め
フ
ァ
ン
に
は
堪
ら

な
い
内
容
で
あ
っ
た
。
変
身
、
ほ
う
き
飛
行
、
マ
ン
ト

捌
き
、
デ
ィ
メ
ン
タ
ー
や
魔
法
生
物
の
登
場
、
逆
転
時
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計
、
水
中
戦
、
劇
場
内
を
使
っ
た
文
字
が
浮
か
び
あ
が

る
仕
掛
け
な
ど
、
数
々
の
魔
法
の
演
出
に
驚
か
さ
れ
る

が
、
そ
れ
で
も
登
場
人
物
た
ち
に
人
間
味
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
の
が「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」シ
リ
ー
ズ

の
愛
さ
れ
る
所
以
だ
と
思
う
。
魔
法
界
を
舞
台
に
し
つ

つ
も
そ
れ
を
扱
う
の
が
人
間
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い

な
い
。
そ
し
て
こ
れ
も
原
作
と
同
様
だ
が
、
原
作
は
と

に
か
く
先
が
読
み
た
く
な
る
ペ
ー
ジ
構
成
で
あ
っ
た

が
、
舞
台
版
も
P
a
r
t
Ⅰ
の
一
幕
→
二
幕
の
繋
が
り
、

P
a
r
t
Ⅰ
の
二
幕
→
P
a
r
t
Ⅱ
の
一
幕
へ
の
繋
が

り
、
P
a
r
t
Ⅱ
の
一
幕
→
二
幕
へ
の
繋
が
り
と
、
そ

の
話
の
繋
げ
方
が
素
晴
ら
し
く
て
と
に
か
く
衝
撃
を
与

え
ら
れ
、
次
を
観
た
く
て
し
ょ
う
が
な
く
な
る
。
こ
の

繋
ぎ
部
分
の
展
開
に
は
観
客
も
思
わ
ず
息
を
も
ら
す
反

応
を
し
て
い
た
。

　

観
劇
後
、
改
め
て
印
象
に
残
っ
た
部
分
と
し
て
は
ど

ん
な
魔
法
よ
り
も
、
マ
ン
ト
を
は
た
め
か
せ
て
場
面
転

換
を
伝
え
る
、
そ
の
音
と
マ
ン
ト
捌
き
の
マ
ッ
チ
し
た

リ
ズ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
舞
台
版
の
醍
醐
味
で
シ
ン
プ

ル
な
が
ら
観
客
の
想
像
力
を
信
じ
て
る
演
出
だ
と
思
う
。

⑤
M
a
K
i
t
t
r
i
c
k　

H
o
t
e
l

『
S
l
e
e
p
　
N
o
　
M
o
r
e
』

　

N
Y
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
か
ら
離
れ
た
街
角
の
廃
ホ

テ
ル
を
劇
場
に
し
て
い
る
が
、
元
ホ
テ
ル
と
い
う
感
じ

は
そ
こ
ま
で
無
く
、
調
度
品
は
ち
ゃ
ん
と
あ
り
つ
つ
も

壁
は
黒
布
で
隠
さ
れ
て
い
て
、
お
化
け
屋
敷
の
よ
う
な

感
じ
が
あ
る
。
客
層
は
席
が
無
い
関
係
で
満
席
・
満
員

か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
か
な
り
移
動
し
た
り
走
っ
た

り
す
る
と
い
う
事
前
情
報
の
せ
い
か
二
十
〜
三
十
代
が

中
心
に
見
え
た
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
に
つ
い
て
は
、『
マ
ク
ベ
ス
』と『
レ
ベ

ッ
カ
』が
元
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
勉
強
は
し

て
い
っ
た
も
の
の
よ
く
分
か
ら
ず
、
た
だ
た
だ
そ
の

L
I
V
E
感
に
引
き
込
ま
れ
た
。
欧
米
人
キ
ャ
ス
ト
が

み
な
年
代
・
性
別
は
違
え
ど
美
形
で
、
か
つ
脱
い
で
も

な
お
美
し
く
官
能
的
。
身
体
表
現
と
言
う
べ
き
ダ
ン
ス

も
素
晴
ら
し
く
品
が
良
い
。
一
時
間
ほ
ど
の
時
間
内
で

お
そ
ら
く
シ
ン
プ
ル
な
内
容
で
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
、

空
間
を
広
く
使
っ
て
視
点
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
で
奥
深

く
し
て
い
る
作
品
な
の
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
。

　

私
は
二
巡
し
た
が
一
回
目
は
キ
ャ
ス
ト
が
移
動
す
る

ス
ピ
ー
ド
に
戸
惑
い
、
後
手
後
手
に
な
り
と
に
か
く
が

む
し
ゃ
ら
に
近
く
に
い
る
キ
ャ
ス
ト
を
追
い
か
け
観
劇

し
た
。
そ
こ
で
面
白
か
っ
た
の
は
固
定
し
た
座
席
か
ら

で
は
な
く
身
体
が
動
せ
る
状
態
で
観
劇
す
る
と
い
う
と

こ
ろ
の
醍
醐
味
で
、
追
っ
て
い
る
キ
ャ
ス
ト
の
目
線
と

同
じ
よ
う
に
見
れ
る
、
手
紙
を
読
ん
で
い
る
キ
ャ
ス
ト

が
い
れ
ば
そ
れ
を
覗
き
込
む
、
な
ど
キ
ャ
ス
ト
と
同
じ

体
験
を
で
き
る
の
は
刺
激
的
だ
っ
た
。
一
度
死
ん
だ
人

が
生
き
返
っ
た
り
、
そ
の
生
が
絡
み
取
ら
れ
る
よ
う
な

演
出
も
あ
り
、
死
す
ら
じ
っ
と
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が

本
当
に
目
が
離
せ
な
い
と
感
じ
た
。
二
巡
目
で
は
、
自

分
が
一
巡
目
に
体
験
し
た
光
景
に
な
っ
た
ら
他
の
部
屋

に
行
く
よ
う
に
気
を
付
け
て
他
キ
ャ
ス
ト
を
追
い
か
け

た
と
こ
ろ
、
パ
ズ
ル
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
く
よ
う
な

感
触
が
あ
り
面
白
か
っ
た
。
点
滅
す
る
照
明
の
中
で
殺

戮
の
舞
を
し
て
い
る
シ
ー
ン
も
あ
り
こ
れ
に
は
圧
巻
の

一
言
で
、
血
の
り
が
こ
ち
ら
に
も
飛
ん
で
く
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
い
う
よ
う
な
迫
力
が
あ
り
、
そ
れ
と
同
時
に

こ
ん
な
に
観
客
に
囲
ま
れ
た
中
で
よ
く
動
け
る
も
の
だ

二
〇
一
八
年
度
海
外
研
修
報
告
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と
感
心
し
た
。
観
客
は
観
劇
前
に
み
な
マ
ス
ク
を
被
ら

さ
れ
て
い
て
、
キ
ャ
ス
ト
と
区
別
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
の
だ
が
、
こ
の
観
客
も
含
め
て
キ
ャ
ス
ト
の
芝
居

を
見
て
い
る
と
、
観
客
が
作
品
を
覆
う「
森
」を
構
成
し

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
、よ
り
キ
ャ
ス
ト
た
ち
の
孤
独
・

悲
壮
感
を
炙
り
出
す
よ
う
に
見
え
味
わ
い
深
か
っ
た
。

た
ま
に
キ
ャ
ス
ト
が
観
客
の
一
人
を
個
室
に
誘
う
シ
ー

ン
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
何
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か

い
つ
か
見
て
み
た
い
と
思
う
。

　

こ
の
作
品
は
、
観
劇
前
の
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
メ
ー
ル
や
、

観
劇
後
の
販
促
メ
ー
ル
が
マ
メ
に
来
る
の
で
こ
う
い
う

試
み
は
日
本
で
も
行
う
べ
き
だ
と
思
っ
た
。

⑥
R
i
c
h
a
r
d
　
R
o
d
g
e
r
s 

T
h
e
a
t
r
e『
H
a
m
i
l
t
o
n
』

　

客
席
は
満
席
、
補
助
席
・
立
見
席
も
出
て
い
て
盛
況

で
あ
っ
た
。
二
十
代
〜
六
十
代
ま
で
お
り
、
年
配
層
中

心
に
万
遍
な
く
集
客
さ
れ
男
女
は
半
々
。
セ
ッ
ト
は
格

式
が
あ
り
つ
つ
も
、
シ
ン
プ
ル
で
盆
も
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
昨
今
流
行
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
音
楽
や
ダ
ン
ス
、
そ
れ
が
時
代
考
証
と
切
り
離

さ
れ
て
い
る
演
出
が
と
に
か
く
愉
快
で
楽
し
く
観
劇

で
き
た
。
音
楽
・
楽
曲
が
全
て
素
晴
ら
し
く
、
さ
な
が

ら
コ
ン
サ
ー
ト
を
見
て
い
る
よ
う
。
話
は
そ
れ
る
が
、

N
Y
で
入
っ
た
バ
ー
で
出
会
っ
た
ト
ニ
ー
と
い
う
二
十

代
の
黒
人
男
性
が
、
本
作
を
観
た
こ
と
が
な
い
の
に
も

関
わ
ら
ず
、
サ
ン
ト
ラ
C
D
を
聞
い
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

俳
優
を
志
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
納
得

の
素
晴
ら
し
さ
だ
っ
た
。『
ミ
ス
・
サ
イ
ゴ
ン
』『
レ
・
ミ
ゼ

ラ
ブ
ル
』同
様
、
音
楽
で
ス
ト
ー
リ
ー
が
紡
が
れ
て
い

て
、
ど
の
曲
も
と
に
か
く
瑞
々
し
く
、
優
雅
で
新
鮮
。

話
自
体
は
大
河
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
で
、
日
本

語
訳
を
読
ん
だ
状
態
で
も
な
か
な
か
す
べ
て
は
理
解
で

き
な
い
内
容
で
あ
る
が
。
主
人
公
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
頭
の

良
さ
や
魅
力
は
バ
シ
バ
シ
と
伝
わ
っ
て
く
る
し
、
他
の

登
場
人
物
も
持
ち
歌
が
あ
り
そ
の
個
性
を
い
か
ん
な
く

発
揮
し
て
い
て
、
見
所
聴
き
所
の
多
い
作
品
だ
と
思
う
。

今
回
の
公
演
で
は
ハ
ミ
ル
ト
ン
役
を
A
u
s
t
i
n�

S
c
o
t
t
と
い
う
黒
人
俳
優
が
演
じ
て
い
て
長
身
か

つ
手
足
が
長
く
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
だ
っ
た
の
で
、
本
作

を
日
本
で
や
る
の
な
ら
城
田
優
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
フ

ッ
と
湧
い
た
。
蛇
足
だ
が
舞
台
衣
裳
は
プ
リ
ン
シ
パ
ル

と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
差
が
激
し
く
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は

か
な
り
質
素
に
見
え
る
。

⑦
L
i
n
c
o
l
n
　
C
e
n
t
e
r 

T
h
e
a
t
r
e『
M
y
　
F
a
i
r
　
L
a
d
y
』

　

日
本
版
で
宣
伝
担
当
を
し
て
い
る
の
で
そ
の
違
い
、

特
に
結
末
の
違
い
を
確
認
し
た
く
観
劇
。

　

客
席
の
入
り
は
八
割
程
度
。
五
十
〜
六
十
代
中
心
だ

が
、
七
十
代
以
上
や
祖
父
母
世
代
と
そ
の
孫
と
い
う
よ

う
な
二
人
組
も
多
く
見
え
た
。
劇
場
が
円
形
で
奥
行
き

が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
外
れ
た
席
に
座
る
と
袖
が
結

構
見
え
て
し
ま
う
が
、
そ
の
分
ち
ゃ
ん
と
隠
し
て
い
る

印
象
。

　

話
は
日
本
版
と
も
ち
ろ
ん
同
じ
で
あ
る
が
、
ラ
ス
ト

の
演
出
に
予
想
通
り
感
動
し
た
。
台
詞
は
日
本
版
と
同

じ
な
の
に
、
愛
想
を
つ
か
せ
て
ヒ
ギ
ン
ズ
邸
を
出
た
イ

ラ
イ
ザ
が
最
後
戻
っ
て
く
る
が
、
ヒ
ギ
ン
ズ
が
や
は
り

変
わ
ら
な
い
こ
と
を
察
す
る
と
、
彼
の
頬
に
そ
っ
と
手

を
添
え
て
、
じ
っ
と
見
つ
め
る
。
そ
し
て
、
フ
ッ
と
視

線
を
そ
ら
し
た
か
と
思
え
ば
そ
の
ま
ま
客
席
に
降
り
て
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き
て
、
そ
の
階
段
を
駆
け
上
が
っ
て
立
ち
去
る
。
そ
れ

を
呆
然
と
見
つ
め
る
ヒ
ギ
ン
ズ
は
セ
ッ
ト
と
共
に
舞
台

奥
へ
ハ
ケ
る
―
―
。
こ
れ
ぞ
現
代
の
女
性
た
ち
が
憧
れ

る
格
好
良
い
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か

と
私
は
感
じ
た
。
現
代
版『
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・
レ
デ
ィ
』が

生
ま
れ
た
と
い
う
印
象
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
日
本
版
と
の
違
い
を
述
べ
る
と
、
美
術
セ

ッ
ト
が
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
方
が
豪
華
で
、
特
に
ヒ
ギ

ン
ズ
邸
は
三
パ
タ
ー
ン
の
背
景
で
分
け
た
円
形
の
セ
ッ

ト
で
シ
ー
ン
ご
と
に
回
し
て
い
く
の
が
面
白
か
っ
た
。

イ
ラ
イ
ザ
の
衣
裳
も
種
類
が
豊
富
で
あ
り
、
か
つ
雰
囲

気
が
異
な
っ
て
い
て
、
あ
の
有
名
な
ア
ス
コ
ッ
ト
競
馬

場
の
衣
裳
す
ら
違
っ
て
い
る
こ
と
に
は
驚
い
た
。
ま
た

踊
り
も
少
な
く
て
少
し
華
が
無
く
見
え
る
が
、
そ
れ
も

含
め
て
地
に
足
の
着
い
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
い
う
趣
き

は
あ
り
、
観
劇
中
に
は
ご
年
配
の
方
と
子
供
が
声
に
出

し
て
笑
っ
て
い
る
シ
ー
ン
が
多
か
っ
た
の
で
、
本
作
は

や
は
り「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
王
道
」な
の
だ
ろ
う
と
思
っ

た
。

　

最
後
に
印
象
に
残
っ
た
部
分
と
し
て
は
、
オ
ケ
が
二

幕
の
舞
踏
会
の
シ
ー
ン
だ
け
舞
台
上
の
上
手
奥
に
移
動

し
て
、
さ
な
が
ら
舞
踏
会
の
音
楽
隊
の
よ
う
に
居
並
ん

で
い
た
こ
と
に
驚
い
た
。
そ
し
て
い
つ
の
間
に
か
元
の

オ
ケ
ピ
に
戻
っ
て
お
り
、
こ
の
演
出
は
画
期
的
だ
と
感

じ
た
。

⑧
T
h
e
　
M
u
s
i
c
　
B
o
x『
D
e
a
r 

E
v
a
n 
H
a
n
s
e
n
』

　

客
席
は
も
ち
ろ
ん
満
席
で
二
十
代
を
中
心
に
万
遍
な

く
お
り
、
立
見
席
も
出
て
い
た
。

　

と
に
か
く
観
客
の
熱
狂
が
感
じ
ら
れ
、
拍
手
も
涙
も

温
度
を
も
っ
て
感
じ
た
。
ダ
ン
ス
が
無
く
、
歌
と
芝
居

で
魅
せ
る
作
品
の
た
め
、
個
人
的
に
は
英
語
が
聞
き
取

れ
ず
集
中
し
づ
ら
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
魅
力
的
な

楽
曲
が
と
て
も
多
い
。
こ
の
N
Y
出
張
中
も
よ
く
サ
ン

ト
ラ
を
聞
い
て
い
た
。

　
「
寂
し
い
」と
叫
ぶ
人
に
対
し
て
結
局
誰
も
し
っ
か

り
向
か
い
合
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
最
後
に
分
か

る
、
現
代
に
住
ま
う
病
の
よ
う
な
重
た
い
話
を
素
晴
ら

し
い
曲
で
見
事
に
昇
華
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
主
人
公

エ
ヴ
ァ
ン
が
歌
う「
W
a
v
i
n
g　

T
r
o
u
g
h�

a　

W
i
n
d
o
w
」は
と
り
わ
け
メ
ロ
デ
ィ
が
覚
え

や
す
く
、
そ
の
歌
詞
の
深
さ
、
歌
唱
中
の
演
出
と
す
べ

て
に
心
打
た
れ
た
。
携
帯
電
話
の
画
面
を
窓
に
か
け
て
、

「
t
a
p
、
t
a
p
」と
繰
り
返
す
の
も
見
事
で
、
合
わ

せ
て
セ
ッ
ト
も
携
帯
画
面
が
模
さ
れ
て
い
て
面
白
い
。

た
だ
の
悲
観
的
な
青
年
の
話
で
は
な
く
、
周
囲
の
人
々

の
温
か
さ
に
救
わ
れ
る
展
開
に
客
席
か
ら
は
涙
組
む
音

二
〇
一
八
年
度
海
外
研
修
報
告
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が
多
く
聞
こ
え
た
。

　

日
本
公
演
も
で
き
る
内
容
で
あ
る
と
思
う
。
ス
ケ
ー

ル
の
無
い
話
で
は
あ
る
が
楽
曲
の
良
さ
で
カ
バ
ー
で
き

る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
主
人
公
が
若
い
設
定
で
、
か
つ
歌

唱
力
も
演
技
力
も
要
求
さ
れ
る
役
柄
で
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
が
難
し
い
と
思
う
。
今
回
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
も

主
人
公
エ
ヴ
ァ
ン
を
演
じ
た
俳
優
へ
の
拍
手
が
と
て
も

熱
烈
だ
っ
た
。

⑨
M
a
j
e
s
t
i
c
　
T
h
e
a
t
r
e『
T
h
e 

P
h
a
n
t
o
m
　
o
f
　
t
h
e
　
O
p
e
r
a
』

　

客
層
は
年
代
と
い
う
よ
り
も
、
明
ら
か
に
ア
ジ
ア
系

の
観
客
が
多
く
観
光
客
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

特
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
席
に
ア
ジ
ア
系
が
多
く
、
二
階
席

に
は
欧
米
人
が
多
い
。
全
体
で
み
る
と
六
割
く
ら
い
の

入
り
で
か
な
り
空
席
が
目
立
っ
た
。

　

私
は
映
画
版
し
か
見
た
こ
と
が
無
く
、
舞
台
と
し
て

は
初
め
て
観
劇
し
た
が
、
ど
の
歌
も
素
晴
ら
し
く
、
こ

れ
は
フ
ァ
ン
ト
ム
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
の
歌
唱
力
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
う
が
、
と
て
も
美
し
い
楽
曲

の
数
々
だ
っ
た
。
そ
れ
以
外
で
も
フ
ァ
ン
ト
ム
の
移
動

術
に
は
度
々
驚
か
さ
れ
、
お
そ
ら
く
こ
こ
に
移
動
す
る

だ
ろ
う
と
予
想
を
し
て
い
て
も
、
実
際
見
る
と
や
は
り

驚
い
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
に
収
ま
ら
ず
に

動
く
吊
り
物
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
に
も
驚
か
さ
れ
た
。
最

後
の
玉
座
か
ら
消
え
た
ト
リ
ッ
ク
も
ど
う
や
っ
て
い
る

の
か
気
に
な
る
。「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」の
魔
法
ト
リ

ッ
ク
の
原
点
を
見
て
い
る
よ
う
な
感
覚
も
あ
っ
た
。

　

た
だ
全
体
的
に
演
出
が
古
く
も
感
じ
、
例
え
ば
、
も

っ
と
楽
曲
に
振
付
を
し
た
ら
盛
り
上
が
る
演
目
だ
と
も

感
じ
る
。

⑩
N
e
w
　
A
m
s
t
e
r
d
a
m
　
T
h
e
a
t
r
e

『
A
l
a
d
d
i
n
』

　

客
席
は
満
席
、
二
十
代
〜
四
十
代
を
中
心
に
万
遍
な

く
入
っ
て
お
り
、
補
助
席
も
出
て
い
る
。

　

昔
ア
ニ
メ
映
画
で
見
て
以
来
の
観
劇
と
な
っ
た
が
、

と
に
か
く
芝
居
、
歌
、
ダ
ン
ス
と
す
べ
て
の
要
素
が
分

か
り
や
す
く
、
英
語
が
分
か
ら
な
く
て
も
喜
怒
哀
楽
の

メ
リ
ハ
リ
が
強
い
お
か
げ
で
楽
し
め
た
。
こ
れ
ぞ
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
だ
と
感
じ
た
。

　

ア
ラ
ン
・
メ
ン
ケ
ン
が
書
い
た
こ
の
ア
ラ
ビ
ア
ン
音

楽
は
他
作
品
で
は
お
目
に
掛
か
れ
な
い
く
ら
い
魅
惑
的

で
、
問
答
無
用
に
身
体
が
ノ
ッ
て
し
ま
う
。
ス
ト
ー

リ
ー
は
苦
み
が
少
し
も
無
い
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
あ
る

が
、
そ
こ
に
ケ
チ
を
つ
け
る
の
は
野
暮
だ
と
言
わ
ん
ば

か
り
に
、
私
含
め
客
席
は
熱
い
拍
手
を
キ
ャ
ス
ト
陣
に

送
っ
て
い
た
。
舞
台
美
術
が
た
ま
に
分
か
り
や
す
い
書
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き
割
り
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
が
、
こ
ま
め
に
背
景
を

変
え
て
い
た
り
、
手
を
抜
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ

と
が
分
か
り
、
作
り
手
の
愛
情
も
感
じ
る
。
た
だ
空
飛

ぶ
絨
毯
は
仕
掛
け
と
し
て
は
よ
く
出
来
て
い
る
が
、
空

へ
の
飛
翔
感
が
薄
く
、
舞
台
空
間
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
気

も
し
た
。

　

後
日
、
D
i
s
n
e
y　

o
n　

B
r
o
a
d
w
a
y

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
本
作
の
感
想
を
聞
く
メ
ー
ル
が
来

た
。
こ
れ
は
日
本
で
も
や
っ
て
い
い
施
策
だ
と
思
う
。

〈
観
劇
記
録
〉

L
y
c
e
u
m　

T
h
e
a
t
r
e『
B
E　

M
O
R
E　

C
H
I
L
L
』

（
ラ
イ
シ
ア
ム
劇
場「
ビ
ー
・
モ
ア
・
チ
ル
」）

S
t
e
p
h
e
n　

S
o
n
d
h
e
i
m�

T
h
e
a
t
r
e『
B
e
a
u
t
i
f
u
l
』

（
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ソ
ン
ド
ハ
イ
ム
劇
場『
ビ
ュ
ー
テ
ィ

フ
ル
』）

L
y
r
i
c　

T
h
e
a
t
r
e『
H
a
r
r
y�

P
o
t
t
e
r　

a
n
d　

t
h
e　

C
u
r
s
e
d�

C
h
i
l
d�

―
P
a
r
t　

O
N
E
―
』

L
y
r
i
c　

T
h
e
a
t
r
e『
H
a
r
r
y�

P
o
t
t
e
r　

a
n
d　

t
h
e　

C
u
r
s
e
d�

C
h
i
l
d�

―
P
a
r
t　

T
W
O
―
』

（
リ
リ
ッ
ク
劇
場『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
呪
い
の
子
』）

M
a
K
i
t
t
r
i
c
k　

H
o
t
e
l『
S
l
e
e
p

　

N
o　

M
o
r
e
』

（
マ
ッ
キ
ト
リ
ッ
ク
ホ
テ
ル『
ス
リ
ー
プ
・
ノ
ー
・
モ
ア
』）

R
i
c
h
a
r
d　

R
o
d
g
e
r
s�

t
h
e
a
t
r
e『
H
a
m
i
l
t
o
n
』

（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
劇
場『
ハ
ミ
ル
ト
ン
』）

L
i
n
c
o
l
n　

C
e
n
t
e
r�

T
h
e
a
t
r
e

『
M
y　

F
a
i
r　

L
a
d
y
』

（
リ
ン
カ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
劇
場『
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・
レ
デ

ィ
』）

T
h
e　

M
u
s
i
c　

B
o
x『
D
e
a
r　

E
v
a
n�

H
a
n
s
e
n
』

2018年度海外研修者名簿

劇　場　名 所　属　・　役　職 氏　　　名

歌舞伎座 歌舞伎座 会計 岡　田　雄　太

歌舞伎座 歌舞伎座 照明部 増　山　知　良

新橋演舞場 新橋演舞場　販売 鈴　木　紀　子

新橋演舞場 新橋演舞場　営業 末　貞　美　恵

帝国劇場 演劇部 プロデューサー室 村　田　晴　子

帝国劇場 演劇部 事業推進室 古　川　典　史

シアタークリエ シアタークリエ　副支配人 三　信　貴　央

シアタークリエ 演劇部 宣伝室 佐　野　昭　平

明治座 人事部　人事課　主任 榊　　　慶　太

大阪松竹座 演劇営業部　演劇事業室 斉　藤　　　泉

大阪松竹座 演劇興行部　チケット事業部 藤　澤　佐　織

新歌舞伎座 業務部売店課　課長 中　淵　貴　彦

新歌舞伎座 制作部 舞台課 水　津　龍　正

南座 取締役　演劇統括部部長 船　越　直　人

（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
劇
場『
デ
ィ
ア
・
エ
ヴ
ァ

ン
・
ハ
ン
セ
ン
』）

M
a
j
e
s
t
i
c　

T
h
e
a
t
r
e『
T
h
e�

P
h
a
n
t
o
m　

o
f　

t
h
e　

O
p
e
r
a
』

（
マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ッ
ク
劇
場『
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
』）

N
e
w　

A
m
s
t
e
r
d
a
m　

T
h
e
a
t
r
e

『
A
l
a
d
d
i
n
』

（
ニ
ュ
ー
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
劇
場『
ア
ラ
ジ
ン
』）

二
〇
一
八
年
度
海
外
研
修
報
告
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歌舞伎座 松竹株式会社 橋本　芳孝 104-0061　東京都中央区銀座4-12-15 03-3545-6800
新橋演舞場 松竹株式会社 真藤　美一 104-0061　東京都中央区銀座6-18-2 03-3541-2600
サンシャイン劇場 松竹株式会社  170-8630　東京都豊島区東池袋3-1-4文化会舘 03-3987-5281
帝国劇場 東宝株式会社 阿部　聖彦 100-0005　東京都千代田区丸の内3-1-1 03-3213-7221
シアタークリエ 東宝株式会社 柴田　　淳 100-0006　東京都千代田区有楽町1-2-1 03-3591-2400
明治座 株式会社明治座 野田　勇樹 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-1 03-3660-3939
御園座 株式会社御園座 森　　孝治 460-8403　愛知県名古屋市中区中区栄1-6-14 052-222-8201
新歌舞伎座 株式会社新歌舞伎座 大塚　博之 543-0001　大阪府大阪市天王寺区上本町6-5-13 06-7730-2121
大阪松竹座 松竹株式会社 千田　　学 542-0071　大阪府大阪市中央区道頓掘1-9-19 06-6214-2211
南座 松竹株式会社 藤田　　孝 605-0075　京都府京都市東山区四条大橋東詰 075-561-1155
博多座 株式会社博多座 山本　哲郎 812-8615　福岡県福岡市博多区下川端町2-1 092-263-5858

法人会員

松竹株式会社 代表取締役社長　迫本　淳一 104-8422　東京都中央区築地4-1-1 東劇ビル
株式会社新歌舞伎座 代表取締役社長　川瀬　昌弘 543-0001　大阪府大阪市天王寺区上本町6-5-13
株式会社イヤホンガイド 代表取締役社長　久門　　隆 104-0061　東京都中央区銀座3-14-1 銀座3丁目ビル5F
有限会社大久保化学工業 代 表 取 締 役　大久保政彦 103-0008　東京都中央区日本橋中洲4-15
松竹衣裳株式会社 代表取締役社長　海老沢孝裕 104-0041　東京都中央区新富2-2-8
松竹ショウビズスタジオ株式会社 代表取締役社長　飯島　義裕 104-8422　東京都中央区築地4-1-1 東劇ビル6階
株式会社タカサゴ 代表取締役社長　新倉　康榮 171-0031　東京都豊島区目白1-1-1
東宝株式会社 代表取締役社長　島谷　能成 100-0005　東京都千代田区有楽町1-2-1
株式会社博多座 代表取締役社長　貞刈　厚仁 812-8615　福岡県福岡市博多区下川端町2-1
藤浪小道具株式会社 代表取締役社長　野村　哲朗 111-0032　東京都台東区浅草6-2-6
株式会社御園座 代表取締役社長　宮崎　敏明 460-0061　愛知県名古屋市中区栄1-6-14
株式会社明治座 代表取締役社長　三田　芳裕 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-1
株式会社WOWOWコミュニケーションズ 代表取締役社長　大高　信之 220-8080　神奈川県横浜市みなとみらい3-3-1 三菱重工横浜ビル18F

特別会員

公益財団法人都民劇場 理 　 事 　 長　糟谷　治男 104-8077　東京都中央区銀座5-1-7 数寄屋橋ビル6F

賛助会員

有限会社アトリエ・カオス 代 表 取 締 役　田中　義彦 156-0056　東京都世田谷区八幡山1-1-15
鵜飼興業株式会社 代表取締役社長　神谷　武彦 460-0008　愛知県名古屋市中区栄2-1-1 日土地名古屋ビル4階
株式会社エス・ピー・ディ明治 代表取締役社長　井田　浩司 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-1 明治座アネックスビル
大阪府公衆浴場組合 理 　 事 　 長　浦田　　充 543-0071　大阪府大阪市天王寺区生玉町9-3
株式会社歌舞伎座 代表取締役社長　大谷　信義 104-0061　東京都中央区銀座4-12-15
歌舞伎座舞台株式会社 代表取締役社長　荒牧大四郎 104-0061　東京都中央区銀座7-15-5 共同ビル4階
有限会社関西照明設備研究所 代 表 取 締 役　河本　康夫 552-0007　大阪府大阪市港区弁天3-15-9
有限会社菊地商事 代 表 取 締 役　菊地　正夫 162-0834　東京都新宿区北町40番地
熊谷印刷株式会社 代表取締役社長　岡田　智夫 104-0045　東京都中央区築地3-3-12
三精テクノロジーズ株式会社 代 表 取 締 役　中川　　実 532-0003　大阪府大阪市淀川区宮原4-3-29
指定管理者アゼリアプロジェクト（サンピアン川崎） 館　　　　　長　足立　公司 210-0011　神奈川県川崎市川崎区富士見2-5-2
新橋演舞場株式会社 代表取締役会長　迫本　淳一 104-0061　東京都中央区銀座6-18-2
成旺印刷株式会社 代表取締役社長　江原　浩一 101-0047　東京都千代田区内神田2-14-6 神田アネックスビル
株式会社総合医学社 代 表 取 締 役　渡辺　嘉之 101-0061　東京都千代田区三崎町1-1-4
たつた舞台株式会社 代 表 取 締 役　立田　　豊 542-0071　大阪府大阪市中央区道頓堀1-9-19 大阪松竹座内
株式会社テクノ三紫 代 表 取 締 役　小野　雅司 103-0008　東京都中央区日本橋中洲4-15 アーバンローズ日本橋401
東京帝国警備保障株式会社 代表取締役社長　島居　眞文 170-0005　東京都豊島区南大塚3-47-1 オーエスビル6F
株式会社東宝コスチューム 取 締 役 社 長　國井　祐嗣 151-0043　東京都渋谷区笹塚3-22-3
東宝ファシリティーズ株式会社 代表取締役社長　髙橋　昌治 100-0006　東京都千代田区有楽町1-7-1 有楽町電気ビル
東宝舞台株式会社 代表取締役社長　榊原　昭夫 339-0025　埼玉県さいたま市岩槻区釣上新田1048-1
TOHOリテール株式会社 代表取締役社長　加藤　芳章 104-0042　東京都中央区入船2-1-1住友入船ビル1F
株式会社トーショー 代 表 取 締 役　岩田　敏雄 187-0004　東京都小平市天神町3-10-3
杜陵印刷株式会社 代表取締役社長　大野　志郎 104-0045　東京都中央区築地2-3-4 築地第一長岡ビル9F
学校法人野辺野学園 理 　 事 　 長　山中　　理 514-1121　三重県津市久居二ノ町1855
有限会社藤井照明 取 締 役 社 長　藤井　幹伸 464-0075　愛知県名古屋市千種区内山3-1-15
株式会社宝円堂 代 表 取 締 役　阿多　　亨 104-0041　東京都中央区新富1-5-5
株式会社宮澤商店 取 締 役 社 長　宮澤　　武 111-0032　東京都台東区浅草6-5-1
明治座事業株式会社 代表取締役社長　三田　芳裕 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-3
明治座舞台株式会社 代表取締役社長　北村　純一 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-3
株式会社山二製材所 代 表 取 締 役　児玉　正光 454-0012　愛知県名古屋市中川区尾頭橋通1-25

公益社団法人  日本演劇興行協会　会員名簿




